


奉仕の大切さを伝えよう！

互いに尊重しあい奉仕に努めよう！

協力し合える奉仕を行い次の世代に繋ぐ

1.　地域に必要とされるアクティビティを行いライオンズクラブの

存在を広めよう。

2.　MISSION1.5 会員拡大を進め、奉仕の仲間を増やし、新たなこと

にも挑戦しよう。

3.　合同での例会やアクティビティを取り入れて楽しさを分かちあおう。

4.　8つのグローバル重点分野とSDGsに取り組もう。

ライオンズクラブ国際協会333-E地区 

2026-2027年度　地区ガバナー　鈴木　光成

地区ガバナースローガン

地区ガバナー方針

アクティビティスローガン
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研修会プログラム 

場所：ホテルクリスタルパレス 

● 受  付 12:00〜13:00 

 

● 全体会議[A] 13:00〜14:00         会場：4 階(瑞宝・万里・豊明) 

 総合司会  次期キャビネット事務局⻑ 吉川 大介 

1. 開会宣言・開会ゴング 地区ガバナー 若林 純也 

2. 国旗に敬礼・国歌⻫唱  全   員 

3. 物故ライオン・献眼者に黙祷  全   員 

4. ライオンズヒム⻫唱  全   員 

5. キャビネット役員紹介 キャビネット幹事 関川 恵一 

6. 次期キャビネット役員紹介 次期キャビネット会計 森澤 吉大 

7. 地区ガバナー挨拶  若林 純也 

8. 元国際理事挨拶  川島 正行 

9. 前地区ガバナー挨拶  椎名 健二 

10. 挨拶 次期第１副地区ガバナー 鈴木 孝昌 

 次期第２副地区ガバナー 富島 純一 

11. 地区ガバナーエレクト方針説明  鈴木 光成 

12. 各分科会、会場の説明 次期キャビネット幹事 永井 雄一 

13. 休会宣言 地区ガバナー 若林 純也 

 

● 分科会 14:15〜15:30 

第 1 分科会 ゾーン・チェアパーソン 2 階 サロン K 

第 2 分科会 クラブ会⻑ 1 階 パークヒルズ 

第 3 分科会 クラブ幹事・会計 4 階 瑞宝・万里・豊明 

第 4 分科会 GMT・GET 委員会 

2 階 

クリスタルホール 
第 5 分科会 GLT リーダーシップ育成委員会 

第 6 分科会 WYPT 委員会 

第 7 分科会 LCIF・国際大会委員会 

第 8 分科会 PR・IT・マーケティング委員会 

アイグナーホール 
第 9 分科会 アラート・環境保全委員会 

第 10 分科会 ライオンズクエスト・ 薬物乱用防止委員会 

第 11 分科会 YCE・レオ・⻘少年育成委員会 
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● 全体会議[B] 15:45〜17:00     会場：4 階(瑞宝・万里・豊明) 

 司会 次期キャビネット事務局⻑ 吉川 大介 

1．開会宣言・開会ゴング 地区ガバナー 若林 純也 

2．コーディネーター方針説明  

 

次期 GMT コーディネーター 

次期 GET コーディネーター 

次期 GLT コーディネーター 

次期 WYPT コーディネーター 

次期 GST コーディネーター 

次期 LCIF コーディネーター 

内藤 直人 

石塚 寿 

大髙 勝利 

刑部ともこ 

樫村 健一 

森重 英明 

3．分科会報告 及び 地区委員⻑⽅針発表  

  第 1 分科会 地区ガバナー 若林 純也 

  第 2 分科会 地区ガバナーエレクト 鈴木 光成 

  第 3 分科会 次期キャビネット幹事 永井 雄一 

  第 4 分科会 次期 GMT・GET委員⻑ ⻑野 元樹 

  第 5 分科会 次期 GLTリーダーシップ育成委員⻑ 矢口 隆人 

  第 6 分科会 次期 WYPT委員⻑ 中島さおり 

  第 7 分科会 次期 LCIF・国際⼤会委員⻑ 髙倉 美佳 

  第 8 分科会 次期 PR・IT・マーケティング委員⻑ 桜井 政利 

  第 9 分科会 次期アラート・環境保全委員⻑ 今井 章人 

  第 10 分科会 次期ライオンズクエスト・薬物乱⽤防⽌委員⻑ 大川 佳史 

  第 11 分科会 次期 YCE・レオ・⻘少年育成委員⻑ 坂本 哲也 

4．次年度年次⼤会委員⻑挨拶 次年度年次⼤会委員⻑ 須田 勝  

5．総  評 地区ガバナーエレクト 鈴木 光成 

6．閉会宣言・閉会ゴング 地区ガバナー 若林 純也 
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ご 挨 拶 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

地区ガバナー  若林 純也 

 

 次期キャビネット構成員・クラブ三役に着任されます役員の皆さま、ご多用のところ

研修会にお集まりいただき誠にありがとうございます。覚悟を持ち次期ライオンズのリ

ーダーを努められますこと、心より敬意と感謝を申し上げます。 

鈴木光成 DGE は「奉仕の大切さを伝えよう！互いに尊重しあい奉仕に努めよう！」と

いうスローガンを掲げられました。ライオンズの原点であるWe Serveを実直に実践し

2026-2027 年度の 333-E 地区を盛り上げていただきたく、皆さまのご活躍を期待してお

ります。 

本年度、地区ガバナーとして各地を回らせていただき、多くのクラブや各地で実践さ

れているアクティビティに触れさせていただき、あらためて各地ライオンズクラブの地

域貢献度に感銘を受けました。また、キャビネットにご出向いただいた皆さまにおきま

しても、お一人おひとりのご理解とポテンシャルが高く、想像以上の事業企画、運営を

行っていただき、あらためてライオンズクラブの素晴らしさと力を実感したところであ

ります。 

また、地域活動に加え私たちはライオンズクラブ国際協会 333-E 地区として、約 40

万ドルの LCIF のご寄付いただき、これはワクチンであれば 40 万人の命を救い、温かい

食事の提供であれば 36 万人の飢餓で亡くなる子どもの命を救ったという今年度の実績

であります。皆さまの崇高な精神、情熱あるアクティビティに心より感謝申し上げます。 

心温まる地域活動を日々熱心に行い、これほどの国際貢献をしている私たちライオン

ズクラブは誇りであり、この活動を続けていけばライオンズクラブの未来は必ず明るく

輝き続けるものと確信しております。次年度クラブをけん引される皆さま、キャビネッ

トでご活躍される皆さまが光り輝き、ますますご活躍されますことをご祈念しご挨拶と

させていただきます。 

We Serve！ 
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ご  挨  拶 

 

ライオンズクラブ国際協会 

元国際理事  川島 正行 

 

 ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 DGE 鈴木光成「次期キャビネット構成員・ク

ラブ 3役研修会」へ参加いただき感謝申し上げます。 

 本日参加頂いた皆さんは不安と希望で胸を弾ませている事と思いますが、新年度の

方向性は DGE 鈴木光成の方針を聞いて頂き、その手法については各担当コーディネー

ター・委員長と共に考え ZC とクラブ会長が共に考動していただきたいと思います。 

 いま私達ライオンは Mission1.5 を念頭に奉仕活動に専念していますが、これは

2027 年 6 月末迄に世界の会員を 150 万人にし、私たちの奉仕を年間 10 億人に届ける

と言うものであり、私達の年度が締めの年であります。 

 会員拡大については、皆でやろうと言えばだれもやりません。本日参加の皆さんが

当事者意識を持ち、私が遣ると言う気持ちを作って頂きたいと思います。 

 日本も昨年から高市首相になり、男性から女性の物差しに変わりました。 

時間・環境と共に物事の考え方、正解、取り組むアプローチは変わります。 

私達にとっても女性会員の会員拡大また活躍する事は必須です。 

「当たり前のことを当たり前に」 

って、その当たり前って何でしょう? 

本日の研修会は改めてライオンズクラブを再認識していただきイノベーション、心

の変化を感じて頂ければ幸いです。 

時代は大きく変わり地域が求める奉仕も大きく変わっています。 

ライオンズの本分は「友愛と相互理解の精神」 

そしてライオンズの定義は「奉仕する事」 

 DGE 鈴木光成はじめ皆様におかれましては既に心は走り始めている事と思います

が、地区においてはガバナーの下ライオンズクラブ国際協会の方向性が間違いなく 

一般会員まで伝わるよう協力をお願い致します。 

結びに本日の「次期キャビネット構成員・クラブ 3役研修会 」が皆様にとって一年

の始まりにふさわしい研修会となり、併せて皆様のご健康・ご活躍をご祈念し挨拶と

させて頂きます。 

 

We Serve ! 
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ご 挨 拶 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

地区ガバナーエレクト 鈴木光成 

 

本日は次期キャビネット構成員・クラブ 3 役研修会にご多忙のところご参集を頂きまし

て誠にありがとうございます。次期に向けまして準備と活動を行う為の大切な研修会であ

ります。この研修がこれからの皆様とクラブ活動に活かせていただけますようお願い申し

上げます。 

皆様は、ライオンズクラブ国際協会の会員であり世界と日本国、そして 333-E 地区にお

いて選ばれしリーダーであります。これからの時代に必要とされている奉仕活動を皆様と

一緒に行う事が出来ることは本当に感謝を申し上げる次第です。 

地区ガバナースローガンは、『奉仕の大切さを伝えよう！互いに尊重しあい奉仕に努め

よう！』にさせていただきました。私たちが今日に至る奉仕活動は 8 つのグローバル重点

分野である、視⼒保護・⼩児がん・糖尿病予防・⻘少年健全育成・⾷料⽀援・⼈道⽀援・

環境保全・災害支援など、数多くの本当に必要とされているアクティビティを行ってきま

した。しかし、ライオンズクラブ活動の存在を知られていない方々が多いです。世界最大

である奉仕団体ライオンズクラブの存在と活動を知ってもらう為に、皆さんと一緒に地域

に必要とされるアクティビティを計画し、活動をする事の姿に感動を与え、素晴らしさを

知ってもらい、私たちはこれからも必要とされる活動を行いライオンズクラブの存在を広

める。それこそが『奉仕の大切さを伝えよう！』です。会員拡大を進め奉仕の仲間を増や

し会員が増える事により新たなことにも挑戦しましょう。333-E 地区メンバー一人一人が

仲間です。仲間同士が合同での例会やアクティビティを取り入れ、楽しさを分かちあうこ

とで『互いに尊重しあい奉仕に努めよう！』は協力しあえる奉仕を行い、次の世代に繋ぐ

ことが会員の減少を止めることにもなると思います。333-E 地区でのクラブ数は 78 クラブ

により正会員と特典会員を合わせて 4000 名を下回っております。キャビネット役員にど

のような協力や手助けが求められ、何ができるのかを考えました。それは各クラブが計画

している活動を通じ、現地でのお手伝いをする事や活動を広く PR し、ライオンズ内外の

活動へ繋げ、多くの方に観ていただける工夫をいたします。また、レモネードスタンドを

全てのクラブが何らかの事業と一緒に実施できるようゾーン・チェアパーソ、地区委員の

ご協力も頂き、メンバー一人一人が奉仕活動を行う楽しさを倍増できるよう皆さんと共に

頑張り、333-E 地区を越えて支援を待つ子供たちや人々のために、皆さんと一緒に社会を

より良くしていきたいと願っております。我々は奉仕を通じて一生の仲間、宝を増やし、

新たなチャレンジをして人生を豊かにし、世界に誇れるライオンズクラブにしましょう。 

どうぞ１年間宜しくお願い致します。  

We Serve 
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ご 挨 拶 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

次期第 1副地区ガバナー  鈴木 孝昌 

 

 次期キャビネット構成員ならびにクラブ３役の皆様、本日はご多用のところ研修会に

お集まりいただき、誠にありがとうございます。 

 まずは、去る４月に開催されました第７２回年次大会代議員総会におきまして、私を

2026-2027 年度第１副地区ガバナーとしてご信認賜りましたこと、心より厚く御礼申し

上げます。333-E 地区の皆様からいただきましたお気持ちを、とても光栄に、そして大

切に受け止めております。ご期待にお応えできるよう精一杯努めてまいりますので、ど

うぞよろしくお願い申し上げます。 

 いよいよ、鈴木光成次期地区ガバナーのもとで新たな一年が始まろうとしています。

次期ガバナーが掲げられたスローガン「奉仕の大切さを伝えよう！ 互いに尊重しあい

奉仕に努めよう！」、そしてアクティビティスローガン「協力し合える奉仕を行い次の

世代に繋ぐ」には、これからのライオンズクラブのあるべき姿が、温かく、まっすぐに

込められていると感じております。 

 私もこのスローガンと方針に強く共感しております。地域に必要とされるアクティビ

ティ、「MISSION1.5」による新しい仲間づくり、合同例会やアクティビティを通じた楽

しい交流、そして８つのグローバル重点分野と SDGs への取り組みは、奉仕の輪を次の

世代へ繋ぐ大切な道しるべです。第１副地区ガバナーとして、各キャビネット構成員、

そして各クラブの皆様としっかり手を取り合いながら、一歩ずつ歩んでまいります。 

 本日の研修会が、皆様にとって来期に向けた実り多い時間となりますよう願っており

ます。結びに、333-E 地区ならびに各クラブの益々のご発展と、皆様のご健勝・ご多幸

を心よりお祈り申し上げまして、ご挨拶とさせていただきます。 
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ご 挨 拶 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

次期第 2副地区ガバナー 富島 純一 

 

2026-2027 年度第 2副地区ガバナーという大変重要なお役を拝命いたしました、つ

くば西ライオンズクラブ所属の L 富島純一でございます。身に余る光栄であるととも

に、その責任の重さを深く受け止めております。 

2026-2027 年度、鈴木光成地区ガバナーが掲げられました地区ガバナースローガン

「奉仕の大切さを伝えよう！互いに尊重しあい奉仕に努めよう！」のもと、地区ガバ

ナーの方針をしっかりと支え、333-E 地区の発展に貢献できますよう、誠心誠意努め

てまいります。 

ライオンズクラブの奉仕活動は、地域に希望を届け、人と人をつなぎ、次の世代へ

思いやりの心を受け継いでいく尊い実践であると考えております。地域に必要とされ

るアクティビティを通じて、ライオンズクラブの存在と奉仕の大切さを一人でも多く

の方に伝えていくことが、私たちの大切な使命であります。 

また、奉仕の仲間を増やしていくことは、これからの 333-E 地区を支える重要な取

り組みです。各クラブが互いに尊重し合い、合同例会や合同アクティビティを通じて

楽しさを分かち合うことで、会員一人ひとりが誇りを持って活動できる地区づくりを

目指してまいります。 

私は次期第 2副地区ガバナーとして、現場に足を運び、各クラブの声を聴き、鈴木

地区ガバナーをお支えしながら、キャビネット役員、地区委員、各クラブの皆様と心

を一つにして、333-E 地区のさらなる発展に力を尽くしてまいります。 

一年間、皆様のご指導ご鞭撻を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

We Serve 
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ご 挨 拶 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

次期キャビネット幹事  永井 雄一 

 

この度 2026-2027 年度ライオンズ国際協会 333-E 地区キャビネット幹事を拝命いた

しました 1R2Z 勝田ライオンズクラブ所属の L 永井雄一です。ライオンズクラブ国際協

会 333-E 地区 2026-2027 年度におきまして、鈴木光成地区ガバナーエレクトのもと、キ

ャビネット幹事を拝命いたしましたこと、大変光栄に存じますとともに、その責務の重

さに身の引き締まる思いでございます。 

 

次期地区ガバナースローガン「奉仕の大切さを伝えよう！互いに尊重しあい奉仕に努

めよう！」のもと、ライオンズクラブの原点である奉仕の精神を改めて見つめ直し、会

員一人ひとりが互いに尊重しながら活動することが求められております。また、アクテ

ィビティスローガン「協力し合える奉仕を行い次の世代に繋ぐ」を実現するため、E地

区の皆様全員で力を合わせ、持続可能な奉仕活動を展開してまいりましょう。 

 

さらに、次期地区ガバナー方針に掲げられた「地域に必要とされるアクティビティの

実践によるライオンズクラブの存在を広めよう」、「MISSION1.5 による会員拡大、新た

な取り組みへの挑戦」、「合同での例会やアクティビティを通じた楽しさの共有」、そし

て「8つのグローバル重点分野と SDGs に取り組もう」は、これからの地区運営において

重要な柱となります。鈴木光成地区ガバナーエレクトの思いを叶えるため、ライオンズ

クラブ「We Serve」の精神を改めて胸に刻み、地域社会に必要とされる存在になるべ

く微力ではございますが、地区運営が円滑に進むよう誠心誠意努めてまいります。 

 

皆様のご指導、ご支援、ご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 

 

 

 

- 9 -



ご 挨 拶 

 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

次期キャビネット会計 森澤 吉大 

 

 この度、2026-2027 年度ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区キャビネット会計を拝

命いたしました、1R2Z 勝田ライオンズクラブ所属の L 森澤吉大（もりさわ よしひろ）

と申します。大変重要な役職を拝命し、身の引き締まる思いでありますとともに、地区

の皆様のお力添えをいただきながら、その責務を誠実に果たしてまいりたいと考えてお

ります。 

 

キャビネット会計は、地区運営を財政面から支える大切な役割であり、地区活動を円

滑に進めるうえで欠かすことのできない責任ある立場であると認識しております。会計

業務にあたっては、正確性・透明性・信頼性を何より大切にし、皆様に安心して活動し

ていただけるよう、丁寧かつ誠実な運営に努めてまいります。 

 

また鈴木光成 地区ガバナーエレクトを支える立場として、地区運営の一端を担わせ

ていただくことに大きな責任を感じております。 

次期地区ガバナースローガンである 

「奉仕の大切さを伝えよう！互いに尊重しあい奉仕に努めよう！」 

この理念には、ライオンズクラブの根幹である奉仕の精神と、互いを尊重し合う姿勢の

重要性が込められていると感じております。 

 

私自身もこの方針を深く理解できるよう努め、会計という立場からではありますが、

地区の皆様が安心して活動に取り組める環境づくりを支えるとともに、奉仕の輪がさら

に広がっていくよう微力ながら尽力してまいります。役職や立場の違いを越えて、互い

に敬意を持ち、支え合いながら地区活動を進めていくことが、より良い 333-E 地区の発

展につながるものと信じております。 

 

まだまだ至らぬ点も多く、皆様にご迷惑をおかけすることもあるかと存じますが、

333-E 地区の皆様のご指導ご鞭撻を賜りながら、一つひとつ誠実に取り組んでまいりま

す。 

1 年間、何卒宜しくお願い申し上げます。 
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ご 挨 拶 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

次期 GMT コーディネーター  内藤 直人 

 

みなさん、こんにちは。 このたび GMT を担当することになりました。今年も、クラ

ブの力をもう一段引き上げるために、MISSION1.5 をしっかり進めていきたいと思って

います。 その中でも特に大切なのが、次期地区ガバナーが進める新しい会員拡大の考

え方である GMA（Global Membership Approach） です。 

GMA は、ただ“勧誘する”のではなく、 『クラブそのものを魅力的にして、自然と仲間が

増えていく仕組みをつくる』という新しい手法です。 

といっても、難しいことではなくて、普段の活動を明るく、前向きに、そしてみんなで

支え合いながら進めていけば、自然と仲間は増えていきます。新しいメンバーが入るこ

とで、活動の幅も広がり、組織としての力もさらに強くなります。「ライオンズクラブ

って楽しそうだな」「自分も参加してみたいな」 と思ってもらえる雰囲気をつくること

が一番のポイントです。 

楽しい活動、参加しやすい雰囲気、地域とのつながり。こうしたクラブの魅力を高め

ること。みなさんの気づきやアイデアをどんどん取り入れながら、クラブ全体で前向き

に取り組んでいければと思っています。 

 

今年も、みんなで楽しく、そして力強く活動していきましょう。 

引き続き、ご指導ご支援のほどよろしくお願い申し上げます。 

どうぞよろしくお願いします。 
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ご 挨 拶 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

次期 GET コーディネーター  石塚 寿 

 

この度、2026-2027 年度 GET（グローバル・エクステンション・チーム）コーディ

ネーターを仰せつかりました 7R2Z 岩井ライオンズクラブ所属の L石塚寿と申します。 

鈴木光成地区ガバナーエレクトのスローガン「奉仕の大切さを伝えよう！ 互いに

尊重しあい奉仕に努めよう！」、アクティビティスローガン「協力し合える奉仕を行い

次の世代に繋ぐ」を基にガバナー方針をしっかりと受け止めながら、自らの役目を果

たして参りたいと思います。 

GET の役目として、新クラブ結成、そして地区の純増（150 名）達成にあると考え、

GMT（グローバル・メンバーシップ・チーム）とも連携をとりながら、GAT（グローバ

ル・アクション・チーム）の一員としても活動を進めていきたいと思います。 

 

E 地区内でもクラブが存在しない地域やライオンズの奉仕活動が行き届いていない

地域がまだまだあります。人口が増加している地域や減少している地域、市町村によ

る伝統や文化の違いなど、地域に必要とされるアクティビティも変わってきます。 

そうような地域の現状や特性を鑑みながらスペシャルティクラブやキャンパスクラ

ブ、バーチャルクラブ、レオライオンズクラブなど、適切なクラブの形態を柔軟に考

案しつつ、新たな奉仕の灯りをともすべく活動して参りたいと思います。 

私が所属する岩井ライオンズクラブは、これまで 5クラブのエクステンションをさ

せていただきました。その中で私自身も数年前、ガイディングライオンとしてエクス

テンションに携わった経験を少しでも生かせればと思っております。 

 

コーディネーターとしてどれだけキャビネットに貢献できるか不安ですが、新しい職

務、そして新しい仲間との出会い、私自身も楽しみながら成長させて頂ければと思いま

す。 

一年間どうぞよろしくお願いいたします。 
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ご 挨 拶 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

                      次期 GLT コーディネーター  大髙 勝利 

 

GLT では、次期地区ガバナー方針である「地域に必要とされるアクティビティを行

いライオンズクラブの存在を広めよう」「新たなことへも挑戦しよう」「楽しさを分か

ちあおう」を柱とし、「研修会の質を高め、リーダーの発掘・育成を図る」を委員会目

標に掲げ、事業を推進してまいります。 

 

 これにより、「リーダーの発掘・育成」および「ライオンズスキルの引き上げ」に繋

げるべく、各種研修会やライオンズ学習センターの活用を積極的に推進してまいりま

す。 

 

 そして自ら考え行動できるリーダーを一人でも多く育成することが、333-E 地区全

体のさらなる発展と、より良い地域社会の実現に寄与するものと確信しております。 

 

 また、次期地区ガバナースローガン 

『奉仕の大切さを伝えよう！互いに尊重しあい奉仕に努めよう！』 

のもと、年間を通じて実施される研修会に新たな工夫と変化を取り入れ、個々の成長

およびクラブの発展に資する内容へと高めてまいります。 

 

 具体的には、メンバーへのライオンズ学習センター活用推進に加え、Learn での研

修報告率の向上（＝地区内の研修会・活動はすべて Learn での報告必須）に取り組ん

でまいります。 

 

 さらに、次期地区ガバナーの強い想いである MISSION1.5 会員拡大の実現に向け、

「合同例会や合同アクティビティの実施を通じて、楽しさを分かち合う」取り組み

を、委員会と一丸となって推進してまいります。 

 

 これらすべての事業を通じて GLT としての目標を達成し、本地区が優れた人財に支

えられた活力ある地域へと発展していくよう、全力で邁進してまいります。 

 

一年間、何卒よろしくお願い申し上げます。 
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ご 挨 拶 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

次期 WYPY コーディネーター  刑部 ともこ 

 

 2026-2027 年度、鈴木光成地区ガバナーエレクトのもと、WYPT コーディネーターを拝

命いたしました 2R1Z 水戸チアフルライオンズクラブ所属 L 刑部ともこです。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 WYPT 委員会の奉仕目標は、「インパクトの高い奉仕からの女性会員拡大」です。 

女性や若者の会員拡大を目指すとともに、多様化する現況に沿って、広くその力を地域

社会に活かしていけるよう努力してまいります。 

 

重点的詳細目標は下記になります。 

1. GMT・GET 委員会と連携し、1 クラブ 1 支部結成の推進。そして、支部から正クラブ

結成への推進。 

2. 糖尿病予防啓発活動 

糖尿病簡易検査の実施やセミナーなどを行うことにより、早期発見・早期対応の大

切さをお伝えしていきます。 

3. 小児がん支援としてのレモネードスタンド、ヘアドネーションの推進 

333-E 地区では、レモネードスタンドへのご理解が深まり、各地のイベントやお祭

りで継続的に実施されております。引き続きご支援・広報活動を行い、茨城県立子

ども病院様などへ寄付をいたします。 

ヘアドネーションにつきましては、主な受け入れ先の団体と相互協力をして、実際

に必要とされているウィッグ制作費用などへの対応も視野に入れたマニュアルを作

り、レモネードスタンドでご紹介するなど複合的な支援活動を行います。 

4. 生活困窮世帯の子どもたちへの食糧等の寄付。 

今年度から WYPT 委員会が食糧支援を担当することになりました。 

子ども食堂や、食糧配布等を実施されている方々にご指導をいただき、現況を把握

した上で支援活動を実施してまいります。 

5. 第 2回女性セミナー 

大変好評をいただいた第 1 回女性セミナーを、今年度はさらにパワーアップして開

催いたします。女性会員の交流と新規会員へのアプローチの場として、会員拡大を

目指していきます。 

 

333-E 地区の皆様方におかれましては、ご指導ご鞭撻、またご協力を賜れますよう、 

1 年間どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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ご 挨 拶 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

次期 GST コーディネーター  樫村 健一 

 

2026-2027 年度 GST コーディネーターを拝命致しました、１R2Z 那珂湊ライオンズクラ

ブ所属 L樫村健一と申します。当年度 GST（グローバルサービスチーム）は PR・IT・マー

ケティング委員会、アラート・環境保全委員会、ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員

会、YCE・レオ・青少年育成委員会の４委員会で構成され、主に奉仕活動と㏚を担当させて

頂きます。 

鈴木光成地区ガバナーエレクトが掲げる次期地区ガバナースローガンは、『奉仕の大切

さを伝えよう！互いに尊重しあい奉仕に努めよう！』。アクティビティスローガンは、『協

力し合える奉仕を行い次の世代に繋ぐ』です。会員増強そして退会防止を実現する為には、

会員ならびに新入会員候補者の達成感や活動意欲の源となる奉仕活動の充実が必要不可

欠であると考えられます。『MISSION1.5』のもと、会員拡大を進め、奉仕の仲間を増やし、

新たなことにチャレンジしていきましょう。また、クラブと地域社会とを繋げ、地域にク

ラブの存在を示す機会をもたらすのも奉仕活動です。奉仕と社交のほどよき調和こそライ

オンズの良さであるとも言われています。合同での例会やアクティビティを取り入れて、

楽しさを分かち合いましょう。 

 4 委員会の委員長・副委員長・地区委員方と共に、これまで地区内各クラブの皆様が取

り組まれてきた奉仕活動の伝統を大切にしながら、時代や地域のニーズに応じた活動の在

り方について考え行動して参りたいと存じます。ゾーン・チェアパーソンの皆様、クラブ

役員の皆様には奉仕活動の現状や課題について、率直なご意見やご指導を賜れましたら幸

いです。333-E 地区の為に一年間精一杯務めて参ります。ご指導とご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

We Serve！ 
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ご 挨 拶 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

次期 LCIF コーディネーター  森重 英明 

 

 このたび、2026-2027 年度 LCIF コーディネーターを拝命いたしました、4R2Z つくば

OAK ライオンズクラブ所属の森重英明です。 

 

ライオンズクラブは 1917 年、メルビン・ジョーンズの理念のもとに誕生しました。

その精神を受け継ぎ、1968 年には LCIF（ライオンズクラブ国際財団）の前身が設立さ

れ、1972 年にはサウスダコタ州の洪水に対する初の大規模災害支援が行われました。 

 

現在、皆様からのご寄付は、災害支援、糖尿病対策、青少年育成（ライオンズクエ

ストなど）、視力保護、小児がん支援、食糧支援、環境保全など、世界各地のさまざ

まな現場で確かな人道奉仕として活かされています。 

 

一方で、「寄付金は人件費や運営費に使われているのではないか」との声を耳にす

ることもあります。しかし LCIF では、寄付金の 100％が奉仕活動に充てられており、

人件費や運営費に使用されることはありません。これらの経費は、投資収益によって

賄われています。 

 

2026-2027 年度、333-E 地区の寄付目標は 42 万ドル（約 6,700 万円）です。決して

小さな目標ではありませんが、お一人おひとりの想いが集まれば、必ず達成できるも

のと信じております。 

 

また、同一年度内にクラブとして LCIF に 5,000 ドル以上の寄付を行った場合、その

15％が、1万ドル以上の場合は 20％が、そして 2万ドル以上の場合はその 30%がクラ

ブに還元される「クラブシェアリング交付金」があります。還元された資金は、様々

な人道奉仕活動に活用することができ、その権利は 15 年間有効です。現在、40 クラ

ブが対象となっています。 

 

私たちが LCIF に寄付を行うのは、ライオンズクラブ国際協会の一員として、地域社

会のみならず国際社会にも責任を果たすためです。身近な地域奉仕に加え、世界へ目

を向けた支援を行うことも、私たちの大切な使命であると考えます。 

 

寄付は金額の大小ではありません。大切なのは、志を行動に移すことです。 

皆様のご理解とご協力を、心よりお願い申し上げます  
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ご 挨 拶 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

次期 GMT・GET 委員長  長野 元樹 

 

このたび、鈴木光成地区ガバナーエレクトのもと、GMT・GET 委員長を拝命いたしま

した、5R1Z 牛久茎崎 LC 所属の L長野元樹と申します。不慣れな点も多く、皆様にご

迷惑をおかけすることもあるかと存じますが、職責を全うすべく 1 年間努めてまいり

ます。何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

まずは、会員純増 150 名を目標に活動してまいります。新たな会員増強手法「GMA」

を活用し、会員増強および新クラブの結成を目指します。会員を増やすことで奉仕の

力をより大きなものとし、地域に認知され、必要とされる地区づくりを推進してまい

ります。 

 

また、研修会を通じて、多数のスポンサー経験を持つ方々のテクニックを共有し、

皆様の活動に役立てていただきたいと考えております。同時に、若いメンバーを取り

込むことの重要性についても考え、各クラブと共有してまいります。 

 

さらに、各クラブの活性化にも微力ながら貢献できれば幸いです。地区の情報交換

の窓口として、他クラブの成功事例などをお伝えすることで、会員一人ひとりがライ

オンズクラブに存在価値を見出し、会員満足度の向上につながるよう努めてまいりま

す。これにより、退会者の防止にも寄与できるものと考えております。 

 

次期地区ガバナースローガン「奉仕の大切さを伝えよう！互いに尊重しあい奉仕に

努めよう！」が来年のこの時期に達成されているのであれば、当委員会の役割も果た

せたものと考えております。私は皆様に比べ入会歴も浅く、本格的に活動に参加でき

たのもここ数年でございます。しかしその分、ノンライオンや新入会員に近い視点を

持つことができると考えております。まずは私自身が誰よりもライオンズクラブを愛

し、その魅力を多くの方に発信できるよう、一石副委員長、中村副委員長とともに精

一杯努めてまいります。 
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ご 挨 拶 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

次期 GLT リーダーシップ育成委員長  矢口 隆人 

 

 このたび、GLT リーダーシップ育成委員長を拝命いたしました 2R1Z 水戸西ライオン

ズクラブ所属 L 矢口 隆人でございます。歴史と伝統あるライオンズクラブにおきま

して、このような大役を仰せつかりましたことを大変光栄に存じますとともに、その責

任の重さに身の引き締まる思いでおります。 

 

日頃より、諸先輩方をはじめ会員の皆さまには、地域社会への奉仕活動並びにクラブ

運営に多大なるご尽力を賜っておりますことに、心より敬意と感謝を申し上げます。 

 

次期地区ガバナー方針として「地域に必要とされるアクティビティを実践しライオン

ズクラブの存在を広めること」「MISSION1.5 の推進による会員拡大と新たな挑戦」「合

同例会や合同アクティビティを通じた楽しさの共有」さらに「8つのグローバル重点分

野と SDGs への取り組み」が掲げられております。GLT リーダーシップ育成委員会とい

たしましても、この方針をしっかりと受け止め、クラブの未来を担う人材づくりに努め

てまいりたいと考えております。 

 

当委員会の目標であります「研修会の質を高め、リーダー発掘・育成を図る」を念頭

に、会員一人ひとりが学びを深め、実践につなげられる研修の充実に取り組んでまいり

ます。そして、新たなリーダーの発掘と育成を通じて、会員の資質向上はもとより、ク

ラブの活性化と持続的な発展、さらにはより充実した奉仕活動へとつなげてまいりたい

と存じます。 

 

微力ではございますが、「We Serve」の精神のもと、誠心誠意努めてまいりますので、

何卒ご指導、ご鞭撻、そしてご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

一年間、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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ご 挨 拶 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

次期 WYPT 委員長  中島 さおり 

 

 2026-2027 年度 鈴木光成地区ガバナーエレクトのもと、WYPT 委員長を拝命いたしま

した、1R2Z 勝田ライオンズクラブ所属 L 中島さおりと申します。 

鈴木光成地区ガバナーエレクトスローガン「奉仕の大切さを伝えよう！互いに尊重し

あい奉仕に努めよう！」のもと WYPT 委員会では「インパクトの高い奉仕からの女性会

員増強」をテーマに掲げ、地域に必要とされる実践的な奉仕活動を展開してまいります。 

 

主な活動として「レモネードスタンド」「ヘアドネーション」「子供たちへの食糧支援」

「糖尿病予防」です。 

また、GMT・GET と連携し、1クラブ、1支部結成推進。クラブ支部から正クラブへの変

換推進を目標といたします。 

 

〇 レモネードスタンド 

    小児がん支援への理解促進と寄付支援を進めてまいります。集まった寄付金に

つきましては、こども病院や小児がん治療施設への寄付、そしてフルウイッグ

製作費支援に活用してまいります。 

〇 ヘアドネーション 

    小児がんなどで髪を失った子ども達へのフルウイッグ制作支援へと繋げてま

いります。そしてヘアドネーションへの理解を深めていただく為、髪の条件や

流れを分かりやすく伝える動画やチラシ作成など、周知活動にも力をいれてま

いります。 

〇 子供たちへの食糧支援 

    子ども食堂等の活動を行っているクラブ・支部への応援や連携を行います。ま

た、子供たちを取り巻く地域課題に寄り添った支援を模索していきます。 

〇 糖尿病予防 

    簡易検査活動を実施してまいります。 

 

一年間、皆様のお力添えを頂きながら、共に実りある活動にしていきたいと思っており 

ます。微力では御座いますが、精一杯務めて参りますので、皆様の温かいご支援とご協

力を賜りますようお願い申し上げます 

We Serve！ 
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ご 挨 拶 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

次期 LCIF・国際大会委員長  髙倉 美佳 

 

 このたび、LCIF および国際大会委員会の委員長を拝命し、その役割の重要性を深く

認識しながら、地区の皆様と力を合わせ、真摯に取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

 国際協会の使命である「We Serve」の理念のもと、ライオンズクラブの奉仕活動を

より広く、より確かなものとしていくためには、国際的な連携と支援基盤の充実が欠

かせません。 

 LCIF（ライオンズクラブ国際財団）は、災害支援や視力保護、青少年育成など、世

界規模で人道支援を行うライオンズの中核です。各クラブにおける地域奉仕活動に加

え、LCIF への寄付は、単独のクラブや地区では対応が困難な大規模災害や国際的課題

に対しライオンズ全体の力を結集するために不可欠なものです。 

 すなわち、地域奉仕が「足元を支える活動」であるとすれば、LCIF は「世界へと広

がる奉仕を可能にする基盤」であり、両者は相互に支え合う関係にあります。地域奉

仕と LCIF の活動が連動することで、ライオンズの使命はより確かなものへと高められ

ていくものと考えます。 

 本地区におきましては、LCIF の意義と役割について理解を深めていただくととも

に、会員の皆様が主体的に関わることのできる環境づくりに努めてまいります。寄付

の推進にあたっては、活動の成果や意義を丁寧に伝えながら、支援の輪を広げてまい

ります。 

 また、国際大会は、世界のライオンズが理念を共有し、交流を深める貴重な機会で

す。本地区からの参加促進を図り、その学びを地区活動へつなげてまいります。 

 鈴木光成地区ガバナーエレクトの掲げるスローガンのもと、当委員会の目標達成に

向けて、関係各位との連携を大切にしながら責任をもって取り組んでまいります。 

 皆様のご理解とご協力を心よりお願い申し上げます。 
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ご 挨 拶 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

次期 PR・IT・マーケティング委員長  桜井 政利 

 

2026-2027 年度、PR・IT・マーケティング委員長を務めます、牛久茎崎ライオンズク

ラブ所属の L 桜井政利です。1年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

鈴木光成地区ガバナーエレクトの次期地区ガバナースローガン「奉仕の大切さを伝え

よう！互いに尊重しあい奉仕に努めよう！」のもと、ライオンズクラブの活動や地域社

会への貢献をこれまで以上に広く、分かりやすく、効果的に発信してまいります。 

 また、次期地区ガバナー方針である「地域に必要とされるアクティビティを行いライ

オンズクラブの存在を広めよう」の実現に向け、当委員会では、PR 活動の抜本的改革と

Lion Portal の活用周知を大きな柱として取り組んでまいります。  

今日、どれほど意義ある奉仕活動であっても、それが適切に伝わらなければ、十分な

理解や共感にはつながりません。だからこそ、従来の広報の枠にとどまることなく、

Facebook 等の SNS を活用したライオンズ内外への活動 PR を積極的に進めるとともに、

茨城新聞ライオンズサイトの定期配信などを通じて、継続的で分かりやすい情報発信に

努めてまいります。さらに、マーケティングの視点を踏まえ、地域の皆様がどのような

活動に関心を持ち、何を求めているのかを意識しながら、ライオンズクラブの魅力と奉

仕活動の価値がより伝わる発信を目指してまいります。 

IT 分野においては、Lion Portal メンバーアカウント作成の周知を進め、各クラブの

皆様に理解を深めていただくとともに、実際の活用へとつなげてまいります。仕組みは

整っているだけでは意味がなく、実際に使いやすく、役立つものとして活用されてこそ

価値があります。情報共有の円滑化と組織運営の効率化につながるよう、丁寧な支援に

努めてまいります。 

 

PR・IT・マーケティング委員会は、単に情報を発信するだけではなく、奉仕の価値を

社会へ届け、ライオンズクラブへの理解と共感を広げ、新たな仲間や次の世代へとつな

いでいく重要な役割を担っていると考えております。 

地区方針の実現と、新しい時代にふさわしいライオンズ活動の推進に少しでも貢献で

きるよう、委員会一同、力を合わせて取り組んでまいります。 

皆様のご支援とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

We Serve 
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ご 挨 拶 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

次期アラート・環境保全委員長  今井 章人 

 

 2026-2027 年度アラート・環境保全委員長を仰せつかります 2R1Z 水戸西ライオンズ

クラブ所属、L今井章人でございます。１年間どうぞ宜しくお願いいたします。 

 

委員会のアラートの名のとおり、災害発生時においての迅速な初動活動と強固な連携

活動を念頭に邁進して参りたく存じます。災害における活動において、机上の計画では

全く意味をなさないことから、７月委員会のスタートから委員の皆様と災害時における

シミュレーションを試行し、上記の災害発生時の迅速な初動活動について早期に委員会

としての対策報告を発信させて頂きます。 

また、ライオンズクラブだけの活動では限界を理解しておるので、行政と災害協定を組

んでおる E 地区であるからこそ、行政・各他団体との連携を更に強化構築することに努

めて参ります。 

次期地区ガバナーのご提案でございます個々のクラブだけの行動だけで無く、各ゾーン

またゾーンの垣根を超えた災害対策における合同アクティビティの実施を計画させて

頂きますので、皆様のご協力を頂きたく宜しくお願いいたします。 

そして、東日本大震災から早くも 15 年を経て人々の記憶から薄れて行く現況で、3.11

セミナーを今年も講師をお招きし、メンバー他地域の皆様に再啓蒙すべきお時間を計画

させて頂きます。 

 

委員会の初動から早々に動きだすアラートに続き、環境保全におかれましても SDGs

国際目標を指標に、将来世代の育みを踏まえた環境悪化問題についてライオンズクラブ

として再考すべく設えについて、時間を掛けて錬りながら計画させて頂きたく存じます。 

 

 委員会メンバーだけでは実行出来ない多くの皆様のお力添えを御願いばかりする委

員会となります。7月スタートから各ゾーン、各クラブ、ライオンの皆様に様々な無理

を御願いすることになりますが何卒宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 We Serve！ 
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ご 挨 拶 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

次期ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員長  大川 佳史 

 

2026-2027 年度ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員長を拝命いたしました L大

川でございます。鈴木光成地区ガバナーエレクトよりご指名いただき、一年間大役を

務めさせていただきます。今年度、黒澤委員長をはじめ委員会皆様と経験した事を次

年度もいろいろな面で活かせていければと思いますので、宜しくお願い致します。 

 

初めに委員会の活動内容をご紹介いたします。 

ライオンズクエストは、世界 50 カ国以上で実施されているライオンズクラブ国際財団

（LCIF）のライフスキルプログラムです。教育研究機関【クエスト】が開発し、ライ

オンズクラブが世界中で普及活動を行っているライフスキル教育プログラムです。 

未就園児から高校 3年生までを対象に、家庭・学校・地域の協力を通じて、健全な 

青少年の育成を目指しプログラムは、薬物回避や前向きなセルフイメージも形成及び 

社会的スキルの向上など青少年が健全なライフスタイルを送るために必要なスキルを 

教える事に重点を置いている活動です。 

次に、薬物乱用防止についてですが、近年薬物乱用問題は年齢や地域を問わず深刻化

しており、特に青少年を取り巻く環境は大きく変化しています。インターネットや

SNS の普及により有害な情報へ容易に接触できる時代だからこそ、私たち大人が正し

い知識を伝え、健全な成長を支えることが重要だと考えております。 

【ダメ・ゼッタイ】をスローガンに、家庭・学校・地域の協力を通じて健全な青少年

の育成に尽力するとともに、啓発活動及び学校での薬物乱用防止教室などを通じて薬

物の危険性を知っていただく活動です。 

私たち委員会は、子供たちが自ら正しい判断を行い、誘惑に負けない強い意志を持て

るよう学校・家庭・地域社会が連携し、今後も講演会や啓発活動、教育支援を積極的

に推進し、安心・安全な地域づくりに貢献してまいります。 

皆様におかれましても、本活動の趣旨をご理解いただき、引き続き温かいご支援と 

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

結びに、皆様のご健勝とご活躍を心より祈念申し上げ、挨拶とさせていただきます。 

すべてのひとに敬意を 

すべてのひとに愛を 
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ご 挨 拶 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

次期 YCE・レオ・青少年育成委員長  坂本 哲也 

  

2026-2027 年度、YCE・レオ・青少年育成委員長を仰せつかります 1R2Z 那珂湊ライオ

ンズクラブ所属、L坂本哲也と申します。 

鈴木光成地区ガバナ－エレクトのもと、次期地区ガバナースローガン『奉仕の大切さ

を伝えよう！互いに尊重しあい奉仕に努めよう！』を念頭に置き、活動してまいります。

皆様 1年間どうぞ宜しくお願いいたします。 

 

第 1 に、YCE 活動といたしまして、若い世代の交換留学生の受け入れ態勢を整え、ホ

ストファミリ－への円滑な受け渡し及び支援を行い、各国留学生同士の交流を図る複合

地区での合同キャンプを行い、そして地域の若い世代を海外へ派遣促進してまいります。 

 

第 2 に、レオクラブの結成があります。現在、地区内にレオクラブが無い状況です。 

各クラブにレオクラブへのご理解と結成促進をお願いし、複合地区との連絡を密に新た

なるレオクラブ発足に向けて、一歩ずつ歩みを進めてまいります。また、次年度は複合

地区でのレオクラブ会長輩出が担当になっており、現況ではレオクラブが無いため、複

合地区との密な協議をして参ります。 

 

 第 3 に、青少年育成の活動です。毎年ご協力いただいております『国際平和ポスタ－・

コンテスト』事業を盛大に実施し、表彰式を開催いたします。皆様からの継続のご協力

をお願い申し上げ、そして新たなる学校への促進活動を支援してまいります。 

 

 当委員会メンバ－の皆様とも協力し合い、“We Serve”の精神のもと、これらの活動

に邁進してまいります。333-E 地区メンバ－の皆様におかれましては、ご支援ご協力を

賜りますよう重ね重ねお願い申し上げます。 
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ライオンズクラブ国際協会 ３３３−Ｅ 地区 

プロトコール（案） 
 

1. 地区ガバナー 

2. 元国際理事 

3. 前地区ガバナー・地区名誉顧問会議⻑ 

4. 第 1 副地区ガバナー 

5. 第２副地区ガバナー 

6. 元地区ガバナー 

7. 地区名誉顧問 

8. キャビネット幹事 

9. キャビネット会計 

１０．地区コーディネーター(GMT/GET/ GLT/GST/WYPT /LCIF) 

１１．ゾーン・チェアパーソン  

１２．キャビネット事務局⻑ 

１３．地区委員⻑（GMT・GET/ GLT リーダーシップ育成/WYPT/LCIF・国際大会/ 

PR・IT・マーケティング/アラート・環境保全/ 

ライオンズクエスト・薬物乱用防止/YCE・レオ・⻘少年育成） 

 

１４．地区監査委員  

１５．地区副委員⻑  

１６．キャビネット副幹事  

１７．地区委員  

１８．クラブ会⻑  

１９．前クラブ会⻑  

２０．クラブ第１副会⻑  

２１．クラブ第２副会⻑  

２２．クラブ幹事  

２３．クラブ会計 

２４．元クラブ会⻑(歴任順) 

 

 

※国際会則において規定されている基本のプロトコールについては、あくまでも正式な国際会議の場合に

活用されるものであるので、333-E 地区におけるプロトコールについては、上記の通り取り扱う。 

- 25 -



座⻑ 地区ガバナー 若林 純也
補佐 元国際理事・元地区ガバナー・地区名誉顧問 川島 正行
司会・記録 次期キャビネット事務局⻑ 吉川 大介
座⻑ 地区ガバナーエレクト 鈴木 光成

元地区ガバナー・地区名誉顧問 鈴木 正二
次期第1副地区ガバナー 鈴木 孝昌

司会・記録 次期キャビネット副幹事 藤井 生美
次期キャビネット幹事 永井 雄一
次期キャビネット会計 森澤 吉大
元地区ガバナー・地区名誉顧問 幡谷 浩史
元地区ガバナー・地区名誉顧問 齊藤 正行
キャビネット幹事 関川 恵一
キャビネット会計 大窪 聡史

司会・記録 次期キャビネット副幹事 和田 義秀
座⻑ 次期地区委員⻑ ⻑野 元樹

前地区ガバナー・地区名誉顧問会議⻑ 椎名 健二
次期第2副地区ガバナー 富島 純一
GETコーディネーター 藤田 匡史
次期GMTコーディネーター 内藤 直人
次期GETコーディネーター 石塚 寿
次期地区副委員⻑ 一石 肇
次期地区副委員⻑ 中村 和義

司会・記録 次期キャビネット副幹事 早乙女 栄二
座⻑ 次期地区委員⻑ 矢口 隆人

元地区ガバナー・地区名誉顧問 萩原 光義
元地区ガバナー・地区名誉顧問 根本 昌卓
次期GAT相談役 結城 健一
次期GLTコーディネーター 大髙 勝利
次期地区副委員⻑ 渡邊 猛雄

司会・記録 次期キャビネット副幹事 ⻑島 千尋

座⻑ 次期地区委員⻑ 中島 さおり
元地区ガバナー・地区名誉顧問 山川 洋
次期WYPTコーディネーター 刑部 ともこ
次期地区副委員⻑ 澤畑 とき子
次期地区副委員⻑ 金澤 則子

司会・記録 次期キャビネット副幹事 川又 徹
座⻑ 次期地区委員⻑ 髙倉 美佳

元地区ガバナー・地区名誉顧問 中嶋 正昭
元地区ガバナー・地区名誉顧問 岡野 良男
次期LCIFコーディネーター 森重 英明
次期LCIF副コーディネーター 植田 佳男
次期地区副委員⻑ 永井 大貴

司会・記録 次期キャビネット副幹事 吉沼 薫
座⻑ 次期地区委員⻑ 桜井 政利

元地区ガバナー・地区名誉顧問 渡辺 博
次期GSTコーディネーター 樫村 健一
地区委員⻑ 坂入 武史
次期地区副委員⻑ 松井 和男
次期地区副委員⻑ 磯﨑 孝雄

司会・記録 次期キャビネット副幹事 立原 当
座⻑ 次期地区委員⻑ 今井 章人

元地区ガバナー・地区名誉顧問 大髙 宣靖
GSTコーディネーター 渡辺 まり恵
地区委員⻑ 関 義則
次期地区副委員⻑ 小宅 清史

司会・記録 次期キャビネット副幹事 菊池 裕司
座⻑ 次期地区委員⻑ 大川 佳史

元地区ガバナー・地区名誉顧問 大竹 伸一
地区委員⻑ ⿊澤 清訓

次期地区副委員⻑ 千葉 裕美
次期地区副委員⻑ 照沼 大輔

司会・記録 次期キャビネット副幹事 ⻄澤 直之

座⻑ 次期地区委員⻑ 坂本 哲也
元地区ガバナー・地区名誉顧問 小吹 勇
元地区ガバナー・地区名誉顧問 下川 利澄
次期地区副委員⻑ 伊藤 憲男

司会・記録 次期キャビネット副幹事 加納 淳市

第8分科会 PR・IT・マーケティング委員会 補佐

第11分科会 YCE・レオ・⻘少年育成委員会 補佐

第9分科会 アラート・環境保全委員会 補佐

第10分科会
ライオンズクエスト・ 薬物乱用

防止委員会（献血・視力）
補佐

第6分科会
WYPT委員会（糖尿病予防・小

児がん・食料支援）
補佐

第7分科会 LCIF・ 国際大会委員会 補佐

第3分科会 クラブ幹事・会計

座⻑

補佐

第5分科会 GLTリーダーシップ育成委員会 補佐

第4分科会
GMT・GET委員会（会員拡大・

リテンション・EXT・会則）
補佐

2026-2027年度 ３役研修会分科会担当者・会場

第1分科会 ゾーン・チェアパーソン

第2分科会 クラブ会⻑ 補佐
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会議名 出席者

全体A 全員 瑞宝・万里・豊明

第1分科会 ゾーン・チェアパーソン サロンK

第2分科会 クラブ会長 パークヒルズ

第3分科会 クラブ幹事・会計 瑞宝・万里・豊明

第4分科会 GMT・GET委員会

第5分科会 GLTリーダーシップ育成委員会

第6分科会 WYPT委員会

第7分科会 LCIF・国際大会委員会

第8分科会 PR・IT・マーケティング委員会

第9分科会 アラート・環境保全委員会

第10分科会 ライオンズクエスト・ 薬物乱用防止委員会

第11分科会 YCE・レオ・青少年育成委員会

全体B 全員 瑞宝・万里・豊明

2階

クリスタルホール

会 場 案 内 図

4階

1階

会場

アイグナーホール

4階

2階

4階

第2分科会

第8・9・10・11分科会

第1分科会

第4・5・6・7分科会

全体A・B・第3分科会
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第１分科会 ゾーン・チェアパーソン 

会場 2 階サロン K 

座⻑ 地区ガバナー 若林 純也 

補佐 
元国際理事・元地区ガバナー・地区

名誉顧問 

川島 正行 

司会・記録 次期キャビネット事務局⻑ 吉川 大介 

 

１．開 会        L 吉川 大介 

２．ゾーン・チェアパーソン自己紹介     

３．研 修        L 若林 純也 

  ・ゾーン・チェアパーソンの役割について   

４．質疑応答 

５．講 評        L 川島 正行 

６．閉 会        L 吉川 大介 

 

1R1Z L 志賀 俊郎 2R2Z L 木内 政和 4R2Z L 山関 重人 

1R2Z L 清水 正建 3R1Z L 柴田 ひろ子 5R1Z L 初沢 正人 

1R3Z L 安島 一洋 3R2Z L 大里 洋治 5R2Z L 木村 稔 

2R1Z L 蛭田 秀明 4R1Z L 吉原 良典  
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第２分科会 

クラブ会⻑ 

会場 1 階パークヒルズ 

座⻑ 地区ガバナーエレクト 鈴木 光成 

補佐 
元地区ガバナー・地区名誉顧問 鈴木 正二 

次期第 1 副地区ガバナー 鈴木 孝昌 

司会・記録 次期キャビネット副幹事 藤井 生美 

 

１．開 会        L 藤井 生美  

２．研 修        L 鈴木 光成 

  ・クラブ会⻑の役割と職務について 

３．質疑応答 

４．講 評        L 鈴木 正二 

５．閉 会        L 藤井 生美 
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第３分科会 クラブ幹事・会計 

会場 4 階 

座⻑ 
次期キャビネット幹事 永井 雄一 

次期キャビネット会計 森澤 吉大 

補佐 

元地区ガバナー・地区名誉顧問 幡谷 浩史 

元地区ガバナー・地区名誉顧問 齊藤 正行 

キャビネット幹事 関川 恵一 

キャビネット会計 大窪 聡史 

司会・記録 次期キャビネット副幹事 和田 義秀 

 

１．開 会        L 和田 義秀 

２．研 修        L 永井 雄一 

L 森澤 吉大 

  ・クラブ幹事・会計の役割と職務について 

３．質疑応答 

４．講 評        L 幡谷 浩史 

L 齊藤 正行    

５．閉 会        L 和田 義秀 
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第 4 分科会 
GMT・GET 委員会 

（会員拡大・リテンション・EXT・会則） 

会場 2 階クリスタルホール 

座⻑ 次期地区委員⻑ ⻑野 元樹 

補佐 

前地区ガバナー・地区名誉顧問会議⻑ 椎名 健二 

次期第 2 副地区ガバナー 富島 純一 

GET コーディネーター 藤田 匡史 

次期 GMT コーディネーター 内藤 直人 

次期 GET コーディネーター 石塚 寿 

次期地区副委員⻑ 一石 肇 

次期地区副委員⻑ 中村 和義 

司会・記録 次期キャビネット副幹事 早乙女 栄二 

 

１．開 会       L 早乙女 栄二 

２．地区委員自己紹介 

３．協議事項               

  ・委員⻑⽅針      L ⻑野 元樹 

４．質疑応答 

５．講 評       L 椎名 健二 

６．閉 会       L 早乙女 栄二 

 

1R2Z  L 清水 悟 4R1Z  L 櫻井 勝昌 

2R1Z  L 櫻田 祐輔 5R1Z  L 飯山 真一郎 

3R1Z  L 五月女 剛一 5R2Z  L 渡辺 和志 

3R2Z  L 為我井 秀紀  

- 31 -



第 5 分科会 ＧＬＴリーダーシップ育成委員会 

会場 2 階クリスタルホール 

座⻑ 次期地区委員⻑ 矢口 隆人 

補佐 

元地区ガバナー・地区名誉顧問 萩原 光義 

元地区ガバナー・地区名誉顧問 根本 昌卓 

次期 GAT 相談役 結城 健一 

次期 GLT コーディネーター 大髙 勝利 

次期地区副委員⻑ 渡邊 猛雄 

司会・記録 次期キャビネット副幹事 ⻑島 千尋 

 

１．開 会                  L⻑島 千尋 

２．地区委員自己紹介 

３．協議事項 

 ・委員⻑⽅針         L 矢口 隆人 

４．質疑応答 

５．講 評          L 萩原 光義 

L 根本 昌卓 

６．閉 会        L ⻑島 千尋 

 

1R3Z  L 根本 敬久 4R1Z  L 須藤 隆之 

2R1Z  L 益子 直之 5R1Z  L 鮎川 憲司 

3R1Z  L ⼾⽥ 見良 5R1Z  L 関 次雄 

3R2Z  L 渡辺 和成  

- 32 -



第６分科会 WYPT 委員会 

（糖尿病予防・小児がん・食料支援） 

会場 2 階クリスタルホール 

座⻑ 次期地区委員⻑ 中島 さおり 

補佐 

元地区ガバナー・地区名誉顧問 山川 洋 

次期WYPTコーディネーター 刑部 ともこ 

次期地区副委員⻑ 澤畑 とき子 

次期地区副委員⻑ 金澤 則子 

司会・記録 次期キャビネット副幹事 川又 徹 

 

１．開 会       L 川又 徹 

２．地区委員自己紹介 

３．協議事項               

  ・委員⻑⽅針        L 中島 さおり 

４．質疑応答 

５．講 評       L 山川 洋 

６．閉 会       L 川又 徹 

 

1R1Z  L 小野瀬 孝二 4R1Z  L 堀越 有香 

2R2Z  L 根本 昭 5R1Z  L 成島 敬司 

3R1Z  L 柴山 則房 5R2Z  L 宍⼾ 俊彦 

3R2Z  L 鳩貝 紘一  
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第７分科会 LCIF・国際大会委員会 

会場 2 階クリスタルホール 

座⻑ 次期地区委員⻑ 髙倉 美佳 

補佐 

元地区ガバナー・地区名誉顧問 中嶋 正昭 

元地区ガバナー・地区名誉顧問 岡野 良男 

次期 LCIFコーディネーター 森重 英明 

次期 LCIF副コーディネーター 植田 佳男 

次期地区副委員⻑ 永井 大貴 

司会・記録 次期キャビネット副幹事 吉沼 薫 

 

１．開 会       L 吉沼 薫 

２．地区委員自己紹介 

３．協議事項 

・委員⻑⽅針              L 髙倉 美佳 

４．質疑応答 

５．講 評       L 中嶋 正昭 

L 岡野 良男 

６．閉 会       L 吉沼 薫 

 

1R2Z  L 宮本 昭臣 4R2Z  L 坂田 大和 

2R1Z  L 櫻山 和明 5R1Z  L 野口 雅也 

3R1Z  L 真家 隆史 5R2Z  L 高橋 宏光 

3R2Z  L 野間 貴雄  
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第８分科会 PR・IT・マーケティング委員会 

会場 2 階アイグナーホール 

座⻑ 次期地区委員⻑ 桜井 政利 

補佐 

元地区ガバナー・地区名誉顧問 渡辺 博 

次期 GST コーディネーター 樫村 健一 

地区委員⻑ 坂入 武史 

次期地区副委員⻑ 松井 和男 

次期地区副委員⻑ 磯﨑 孝雄 

司会・記録 次期キャビネット副幹事 立原 当 

 

１．開 会                 L 立原 当 

２．地区委員自己紹介 

３．協議事項               

  ・委員⻑⽅針      L 桜井 政利 

４．質疑応答 

５．講 評       L 渡辺 博 

６．閉 会                 L 立原 当 

1R2Z  L 砂押 一成 4R1Z  L 堀 利治 

2R1Z  L 海野 永夫 5R1Z  L 大里 一 

3R1Z  L 美野田 龍敬 5R2Z  L ⿊⽥ 和弘 

3R2Z  L 海老澤 敦  
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第９分科会 アラート・環境保全委員会 

会場 2 階アイグナーホール 

座⻑ 次期地区委員⻑ 今井 章人 

補佐 

元地区ガバナー・地区名誉顧問 大髙 宣靖 

GST コーディネーター 渡辺 まり恵 

地区委員⻑ 関 義則 

次期地区副委員⻑ 小宅 清史 

司会・記録 次期キャビネット副幹事 菊池 裕司 

 

１．開 会       L 菊池 裕司 

２．地区委員自己紹介 

３．協議事項               

  ・委員⻑⽅針      L 今井 章人 

４．質疑応答 

５．講 評       L 大髙 宣靖 

６．閉 会       L 菊池 裕司 

 

1R3Z  L 斎藤 忠一 4R2Z  L 菊田 康人 

2R2Z  L 鈴木 一史 5R1Z  L 川上 洋 

3R1Z  L 玉木 正雄 5R2Z  L 岩渕 茂 

3R2Z  L 上野 一彦  
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第 10 分科会 ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会 

（献血・視力） 

会場 2 階アイグナーホール 

座⻑ 次期地区委員⻑ 大川 佳史 

 

補佐 

元地区ガバナー・地区名誉顧問 大竹 伸一 

地区委員⻑ ⿊澤 清訓 

次期地区副委員⻑ 千葉 裕美 

次期地区副委員⻑ 照沼 大輔 

司会・記録 次期キャビネット副幹事 ⻄澤 直之 

 

１．開 会       L ⻄澤 直之 

２．地区委員自己紹介 

３．協議事項               

  ・委員⻑⽅針      L 大川 佳史 

４．質疑応答 

５．講 評       L 大竹 伸一 

６．閉 会       L ⻄澤 直之 

 

1R1Z  L 関根 敏弘 4R2Z  L 古渡 友美 

2R2Z  L 小岩井 雅彦 5R1Z  L 澤 俊勝 

3R1Z  L 大本 雄一 5R2Z  L 菊池 忠男 

3R2Z  L 稲川 重昭  
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第 11 分科会 YCE・レオ・⻘少年育成委員会 

会場 2 階アイグナーホール  

座⻑ 次期地区委員⻑ 坂本 哲也 

補佐 

元地区ガバナー・地区名誉顧問 小吹 勇 

元地区ガバナー・地区名誉顧問 下川 利澄 

次期地区副委員⻑ 伊藤 憲男 

司会・記録 次期キャビネット副幹事 加納 淳市 

 

１．開 会       L 加納 淳市 

２．地区委員自己紹介 

３．協議事項               

  ・委員⻑⽅針      L 坂本 哲也 

４．質疑応答 

５．講 評       L 小吹 勇 

L 下川 利澄 

６．閉 会       L 加納 淳市 

 

1R1Z  L 高沢 法男 4R1Z  L 小松崎 伸一 

2R2Z  L 関根 薫 5R1Z  L 坂入 浩行 

3R1Z  L 郡司 敏 5R2Z  L 角口 貴秋 

3R2Z  L 串田 一仁  
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ゾーン・チェアパーソンの役割 

 

ゾーン・チェアパーソンはゾーンにおいて国際会⻑、ガバナーであり、国際協会の方針をゾーン内ク

ラブへ指導するとともに、ゾーン内クラブの質の向上と活性を図り、クラブがその会員と地域社会双

方のニーズを満たし国際協会の会則と方針の範囲内で活動し、地区キャビネットが提供する方針や支

援によって向上と継続的な発展を目指すようにすること。これらの目的を達成するためこの役職を務

める皆さんは、地区 GMT、GET、GLT、GST、WYPT 及び LCIF を含む地区のリーダーシップ・チ

ームの一員であり、ゾーン内クラブと地区キャビネットを結び付ける重要な役割を果たすこととな

り、地区ガバナーの指導監督のもとにクラブの意欲を高め活性化し、助言や情報を伝え、地区のプログ

ラムや活動を奨励する。また、クラブの活動に関する情報を常に地区のリーダーシップ・チームに伝

えると共にクラブの抱える懸念や課題を共有する。 

 

 

 1．333-E 地区レベルの GMT／GET／GLT／GST／WYPT／LCIF チームと一体    

 

 

各チームは地区ガバナー・チーム及びゾーン・チェアパーソンより構成される。 

 

■地区 GMT・GET のメンバーとして、ゾーン・チェアパーソンは地区のリーダーと緊密に協力して

行う。 

・会員拡大手法 GMA を活用し会員拡大はもちろん、クラブ満足度をあげて退会防止リテンション活

動にも協力する。 

・クラブ会員拡大に関する資料を随時、地区 GMT コーディネーターへ提供する。 

・クラブ会員拡大委員⻑がその役割と責任を確実に認識できるようにする。 

・会員拡大計画を実行し、地域社会での活動を宣伝するようにクラブに奨励する。 

・会員拡大ニーズと有効な戦略について地区 GMT の他のメンバーに伝達する。 

・新クラブ（SCP=ｽﾍﾟｼｬﾙﾃｨｸﾗﾌﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・支部）を結成できそうな地域社会を特定する。 

・会員拡大およびクラブ活性化、地域にライオニズムを拡げる観点から、新クラブ、SCP、支部の結

成をクラブ会⻑と協議模索し尽力する。 

 

■地区 GLT のメンバーとして、ゾーン・チェアパーソンは主に以下に協力する。 

・クラブを特定してクラブ CQI（クラブ活性化計画）への参加を推奨する。 

・研修や指導力育成の機会を利用できることを伝達し、参加する。 

・地区 GLT と協力し、効果的なクラブ役員研修が確実に行えるようにする。 

・新会員オリエンテーションを企画し、勉強会を促進する。 

・研修・育成ニーズについて地区 GLT の他のメンバーに伝達する。 

・クラブレベルのリーダー候補（次期キャビネット構成員など）を特定する。 

・新たなリーダーに指導的責任を担うよう奨励する。 

・ライオンポータルにあるゾーン・チェアパーソン研修を完了させ、クラブ役員へはクラブ活性化プ

ログラム、会員オリエンテーション、クラブ役員研修を行うようクラブへ指導する。 
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■地区 GST との協力体制をとり支援する。 

・ライオンズが地域社会において真に必要とされる奉仕活動を行えるよう、ゾーン内クラブに能力強

化の資源を提供する。 

・影響力のある奉仕を増加させることを通じて、ライオンズクラブの認知度を向上し、会員の満足度

を高める。 

・クラブ GLT委員⻑と協⼒し、新規又は既存の奉仕事業に会員を積極的に参加させることに重点を置

く。 

・クラブ会⻑、GLT委員⻑と協議し、既存の奉仕事業はマンネリ化していないか、実施に携わる会員

が感動し地域に真に必要とされる奉仕事業か検討を行う。（継続の可否、事業のブラッシュアップ） 

・LCIF の情報資源活用や資金獲得事業等への取り組みを最大限に行う。 

 

■地区 WYPT との協力体制をとり支援する。 

・クラブの女性会員在籍比率と女性役員登用率を 30％にする。 

・家族会員等の会員種別を活用しクラブの充実を図る。（会員拡大） 

・若手会員の増強を図る。（会員拡大） 

・女性・若手会員へのアクティビティを企画し参加するように奨励する。 

・支部結成、スペシャルティクラブの発掘に協力する。 

・地区 WYPT と協力し効果的な研修が行えるように情報提供する。 

 

■地区アラート・環境保全委員会と協力体制をとり支援する。 

・ゾーン内に災害・有事が起きた場合、ゾーン・チェアパーソンはクラブ直属のキャビネット役員と

して災害支援活動において一番のキーマンとなり、地区緊急災害対策本部⻑（地区ガバナー）と地

区アラート委員⻑と協力し発災地クラブと情報交換のうえ支援の可否、支援内容の判断を行う。 

・ゾーン内に災害・有事が発生し支援活動を行う場合、ゾーン・チェアパーソンは地区災害規定に沿

い地区緊急災害対策本部⻑（地区ガバナー）と地区アラート委員⻑と連携しクラブとの調整・連携

を行いキャビネットとして有効な支援活動を行う。 

・ゾーン以外や他地区での災害については、地区緊急災害支援センター（地区緊急災害対策本部）か

らの指示に基づき、各クラブへの支援要請や情報（活動）を管理する。 

・災害支援は、各クラブ「単位支援」と「地区支援」とがあります。地区一丸となることで大きな支

援が得られるので、クラブの協力を奨励する。 

・地区ガバナー輩出ゾーン・チェアパーソンは地区災害援助資金メンバーとなる。 

・いつ起こるか分からない有事に日頃から備えライオンズとしての意識を高めるため、地区が開催す

るアラートフォーラムなど研修会にクラブでの出席を奨励する。 

・地球規模の温暖化等に起因する豪雨、洪水災害等、災害と環境保全は密接な関係にあるため、クラ

ブ単位で環境保全活動を行うようクラブの指導にあたる。 

 

２．情報の共有          

 

キャビネットから発信される各種行事や研修の機会について、事前に知らせ参加しやすく配慮する。

そのための情報を下記のように伝達する。 

・地区ガバナー諮問委員会会議に行事予定表を配り参加を促す。 

- 40 -



・クラブ役員に確認の連絡をとる。クラブの質問や懸念に迅速かつ効果的に対応することは、クラブ

との良好なコミュニケーションを保つうえで重要であり、意欲、喚起と助言の提供によってクラブ

が抱える懸念に対処する。 

・クラブとの連絡、コミュニケーションは昨今の時代背景を鑑み、電話や FAXのほかラインや SNS、

zoomなどを活用する。情報伝達・共有は迅速であることが重要であるため原則的には E メールや

SNS を活用する。 

 

３．地区ガバナー諮問委員会         

 

諮問委員会会議は、ゾーン・チェアパーソンがゾーン内クラブへ国際協会会⻑（ガバナー）に成り代

わり国際協会の方針を伝えクラブを指導し、ゾーン内クラブの結束を促す機会となり、クラブにとっ

てクラブの運営や管理、事業、活動、資金獲得や様々な研修会などに関する意見交換の場となる。 

 

■主な役割 

・ゾーン・チェアパーソン及びゾーン内クラブ会⻑、第 1副会⻑、クラブ幹事は地区ガバナー諮問委

員会を構成し、ゾーン・チェアパーソンがその委員⻑を務める。 

・委員会はゾーン・チェアパーソンに助言を提供し、クラブに影響する事項について助言する。その

提言を地区ガバナーと地区キャビネットに伝える。 

・委員会は年 4 回会議を行い、4 回目は次期ゾーン役員との引き継きも兼ね行う事。 

・諮問委員会の会議は所定の書式で、キャビネット事務局経由、地区ガバナーに報告する。 

 

■諮問委員会議を企画する 

・大半のクラブが代表を出せる時間に会議を設定する。 

・充分に前もって会議を通知、会議予定計画は第一回諮問委員会に示し、開催日 25 日から 30 日前に

通知する。 

・キャビネット会議での決定・報告事項を正確に各クラブへ伝達する。 

・会議ごとに議事日程（議案）を作成し、進行（司会）および書記（議事録作成人）を依頼する。 

・出席者全員に名札を用意する。 

・出席者に意見やアイディアの提供を奨励する。 

・全クラブ会⻑に議事録を送り、各クラブの会員に情報を伝えるよう指導する。 

 

■ゾーン内のコミュニケーション、絆を深めるための企画の奨励 

・ゾーン合同例会の開催 

・ゾーン合同アクティビティの奨励 

・ゾーン交流会の開催 

 

■国際会⻑及び地区ガバナーの⽅針を理解し、またキャビネット会議などで新しい情報を得て諮問委

員会を開催する事が望ましいことから、333-E 地区ではキャビネット会議終了後 2週間以内に、諮問

委員会を開催する。 

 

■諮問委員会開催後、速やかに地区ガバナー諮問委員会会議報告書を地区ガバナーに報告する必要が

ある。 
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４．クラブ例会訪問          

 

ゾーン内クラブを年度内に最低２回以上、リジョン内地区委員 8 名と随行訪問し、各クラブの具体的

なニーズの見極めをする。会員の懸念に注意深く耳を傾け、建設的な助言を提供する。気付いたこと

や与えた助言を記録し、各クラブの事業・運営の進歩を評価する。 

 

健全なクラブと弱体化しているクラブでは、特徴や行動が大きく異なっています。健全なクラブは以

下のようなクラブが言える。 

・よくまとまっている。 

・定期的に会合を開いている。 

・会員は熱心でクラブに誇りを持っている。 

・会員が継続的に増えている。 

・会員を彼らにとって有意義な活動に参加させている。 

・地域社会のニーズを満たす数々の奉仕事業を主催している。 

・資金獲得事業を成功させている。 

・地域社会で強力な PRプログラムを継続している。 

・リーダーになることに意欲を持つ会員を参加させ、励ましている。 

・会費を遅滞なく支払い、ほとんど滞納しない。 

 

訪問の際には、会員拡大とリーダーの育成に利用できる資料をクラブに紹介し、クラブの成果を称賛

してください。また意欲を喚起し、助言を提供し、情報を伝達することも心がけてください。 

 

■ゾーン・チェアパーソンは以下によって意欲を喚起 

・クラブが成功させている地域社会奉仕事業と PR行事を称賛 

・クラブ会員のチーム精神と結束を奨励 

・他のクラブ会員を尊重し協力することの重要性を説明 

・会員に地区の行事、会議、研修への参加を奨励 

・会員にリーダーとしての責任を引き受けるよう奨励 

 

■ゾーン・チェアパーソンは以下によって助言を提供 

・クラブに方針と支援を提供 

・クラブに国際協会と地域社会から入手できる資料を紹介 

・クラブの懸念に配慮 

・クラブ内の誤解や問題への可能な解決策を提案 

・ステータスクオ・クラブや滞納金を理由とする活動停止クラブに指針を提供 

・困難を抱えているクラブに方針を提示 

・成功している強力なクラブには目標を高めるよう奨励 

 

 

■ゾーン・チェアパーソンは以下によって情報を伝達 

・クラブに地区および複合地区の行事や研修の機会を通知 
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・クラブが地区行事に参加できる方法を提案 

・クラブの活動を地区役員に報告 

・ライオンズクラブ国際協会の目的を説明 

 

５．苦境にあるクラブを支援        

 

ゾーン・チェアパーソンは地区 GMT／GET／GLT／GST／WYPT／LCIF チームと協力し、ゾーン

内クラブの全体的な健康状態を監視することができる。クラブがステータスクオ処分を受けないよ

う、援助を頼まれることもあるでしょう。また、地区ガバナーがステータスクオ処分を勧告している

クラブについて、その行動に関する見解を求められるかもしれません。さらに、ステータスクオ処分

を受けているクラブが復帰してグッド・スタンディングに戻れるよう、直接支援を提供することにも

なるでしょう。苦境にあるクラブは、ステータスクオ、優先指定、非常時ステータス、滞納金を理由

とする活動停止の 4つのカテゴリーに分類されるが、これらのステータスはクラブ健康診断レポート

にも記載されるので苦境にあるクラブは早めに支援サポートを心掛けることが大事となる。 

 

６．クラブの形（規模等）について           

 

クラブは地域に必要とされ良い奉仕を行い、会員が喜びを感じスキルアップにつながり生涯の友がで

きるのがライオンズクラブの素晴らしさであります。十分な奉仕活動を行うためにも一定規模の会員

数が必要となります。どの程度の人数が適正かと言えば正解は無いかもしれませんが、クラブ認証を

うけるための基準の 20 人を最小とし、40 人から 50 人のクラブが理想とされています。100 人 200 人

の大規模なクラブとなると出会いの機会は多くなったり予算上のメリットはありますが、会員に発言

の機会がなくなったり役員になることが出来ずライオンズにおける研修機能が失われる等デメリット

もあるため大規模であるほど良いというわけではありません。 

したがって地域性によって自身のクラブの人数は何人程度が理想か、自治体の規模等も勘案し自クラ

ブの規模の目標（設定）を立て、そこを目指し維持していただけましたらと思います。 

 

また、ひとつの自治体に複数クラブが存在し、人数が多いクラブと少ないクラブが混在している場合

今後のクラブ（地域）の発展を考慮しクラブ合併の検討もお願いいたします。歴史あるクラブを変更

（解散）することは非常に大きな勇気と決断を要しますが、会員とライオンズクラブ、地域の発展と

未来を考察し熟考をお願いいたします。 

昨今クラブが合併を行い活気を取り戻しているライオンズクラブも多数あります。 

 

７．ゾーン・チェアパーソン擁立（方法）について       

 

前地区ガバナー、第 1、第 2副地区ガバナーを除き、ゾーン・チェアパーソン含むキャビネット役員（ 

構成員）はガバナーにより任命されます。ゾーンを司るリーダーシップを持つ優秀な人物をすべての

ゾーンにおいてガバナーが認知しているわけではないため、ゾーン・チェアパーソンはゾーン内クラ

ブによって推薦され地区ガバナーに任命される流れとなっております。この推薦方法について輪番制

という手法を用いられているゾーンも多いかと思いますが、輪番を基軸とする推挙方法は今後検討い

ただきたくよろしくお願いいたします。 
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ゾーン・チェアパーソンは任期中に地区ガバナーになる権利を持つポジションとなります。ゾーンよ

り推薦いただく候補者の理想要素として 

１．ゾーン・チェアパーソンの任期中また任期後、第 2副地区ガバナーに立候補する可能性があ

る。 

２．国際協会役員として国際大会、OSEALフォーラムに参加する。 

３．国際協会役員として LCIF（MJF）に参加する。 

４．ゾーン内クラブに対し指導力を発揮できる。 

 

以上の理想要素を基軸としたうえクラブ輪番を用いクラブより選出されたり、輪番に関係なくゾーン

から最適な人選をいただきますよう柔軟な対応をよろしくお願いいたします。 

 

８．ガバナー公式訪問         

ⅰ）地区ガバナーとクラブ３役懇談会（午前開催＝10:00〜11:00 午後開催＝14:30〜15:30） 

 

懇談会＝参加者：ガバナーチーム、キャビネット幹事・会計・事務局⻑ 

ゾーン・チェアパーソン、クラブ会⻑・幹事・会計 

 

司会進⾏＝結成クラブ１番目会⻑ 

・開会のことば＝結成クラブ２番目会⻑ 

・ガバナーチーム、役員自己紹介 

・クラブ会⻑⾃⼰紹介＝結成順 

・地区ガバナー挨拶 

・各クラブ現況報告及び質疑応答（事前に提出願います） 

・閉会のことば＝結成クラブ３番目会⻑ 

 

※地区ガバナー・キャビネットへの質問については事前にご提出ください。 

 

ⅱ）ガバナー公式訪問合同例会（午前開催＝11:10〜12:30 午後開催＝15:40〜17:00） 

・開会宣言 

・開会ゴング 

・国旗敬礼並びに国歌⻫唱 

・物故ライオンに黙祷 

・ライオンズヒム⻫唱 

・地区ガバナー並びに地区役員の紹介 

・出席クラブ紹介 

・地区ガバナー歓迎の言葉 

・地区ガバナー挨拶 

・各コーディネーター・各委員⻑挨拶 

・キャビネット幹事報告 

・合同入会式 

・ライオンズローア 

・閉会宣言 
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・閉会ゴング 

 

※ガバナー公式訪問合同例会時の質問等はご遠慮ください。 

 

 

ⅲ）その他連絡事項 

a) 上記ⅰ・ⅱの式次第は全てのゾーンにて統一開催願います。 

    開催日はキャビネット指定日で、開催場所は各ゾーン・チェアパーソンにて手配願います。 

b)  合同例会時、国歌⻫唱、ライオンズヒムに使用する音源（CD等）・再生機器（CDプレーヤ等）

をご準備願います。（準備が困難な場合に関しましては、キャビネットにご相談ください） 

c) 合同入会式を行う場合、入会式の進行等はゾーン・チェアパーソンに一任致します。なお、事前に

新会員数をキャビネット事務局へご連絡ください。（当日、地区ガバナーよりラペルピンの贈呈が

ございます。） 

d) 三役懇談会用に「公式訪問使用書面」を出席者分（随行員含む）ご用意ください。 

e) コーディネーター、地区委員⻑が一部随行します。随行者一覧を確認下さい。 

f) 「ガバナー公式訪問」の主催者はゾーン・チェアパーソンになり、ガバナー含むキャビネット随行

員は主催者ではありませんので、ご注意ください。 
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地区委員⻑・地区委員の役職について 

 

それぞれの担当、所轄事項についてテーマ、目的をかかげ、ゾーン・チェアパーソンと協力して各ク

ラブに対し推進あるいは指導伝達する役職です。 

 

 

地区委員会、事務手続き等の確認 

 

各委員会は地区ガバナーの指揮のもとに活動しなければならないと複合地区会則に記されており、そ

の活動等はガバナー方針達成のために、各委員会にて協議し、各クラブに対して具体的な活動内容を伝

える事により地区内の全クラブが統一された活動を行うことを目指すものです。 

キャビネット運営会議とキャビネット会議の間に、委員会を必ず開催してください。 

キャビネット幹事は、地区ガバナーの指揮のもとに、キャビネット運営事務をつかさどる。よって

下記のような手続きを得てください。 

 

■委員会・研修会の開催 

開催日時・場所・目的などを「委員会企画・計画書」に記入の上、地区ガバナーの許可を得て行

ってください。許可承認後、開催通知の案内文を作成し、キャビネット事務局へ提出してくださ

い。各クラブへの開催通知案内文書は、「地区ガバナー及び地区委員⻑名義」での発信となりま

す。 

「委員会企画・計画書」に無い支出は、キャビネットからの出金はありません。 

 

■各委員会から、各クラブ会⻑へ連絡事項がある場合 

上記同様に、その内容を添えて地区ガバナーの許可を得て行ってください。地区ガバナーと地区委員

⻑の連名での発信となります。 

 

■公の場での会議内でライオンズクラブ関係資料を配布する場合 

上記同様に事前に地区ガバナーの許可を得てください。 

 

注意：以上のことから、委員会開催等は地区ガバナーの許可無く行わない。 

各クラブへの案内や通知は委員会独自で行わない。 

会議での配布資料は地区ガバナーの許可なく配布しない、また事前に許可を得るようにお願いい

たします。 

 

■委員会報告 

   研修会開催後、研修会参加者名簿は、キャビネット事務局に3日以内に、委員会議事録／研修会報

告書は1週間以内にキャビネット事務局に提出してください。 

提出先：info@lc333-e.com 
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責任者

■事前準備 委員会は、運営会議とキャビネット会議の間に必ず開催のこと

■当日

地区委員

委員⻑・副委員⻑

地区委員

地区委員

副委員⻑

■開催後3日以内

副幹事

■開催後1週間以内

備考

支出がなければ企画書は提出不要

（報告書のみ1週間以内に提出）

議事録提出先：CAB事務局

配布資料は遅くとも1週間前に

キャビネット事務局に提出

当日の参加者名簿の提出

・司会

・研修会次第・資料作成

・次第

企画書提出 (CAB事務局へ)

・研修会開催案内文作成

・講師依頼書作成

項目

支出がある委員会の開催は提出要

・研修会の企画

研修会／セミナー

・連絡事項

委員⻑・副委員⻑ 職務分掌

報告書（支出詳細も記載）

委員⻑

(副委員⻑)

委員⻑

(副委員⻑)

委員⻑

提出先：委員⻑ → 担当副幹事 →

CAB事務局 → 執行部

執行部の承認を得た後に、講師に依

頼書、次第等を送付してください。

委員⻑

(副委員⻑)

提出先：委員⻑ → 担当副幹事 →

CAB事務局 → 執行部

立替金がある場合は口座情報も記載

のこと

・次第、資料配布

委員会開催

請求書、領収書もあれば提出

・資料準備

受付名簿の管理＝副幹事

・ペットボトル（必要であれば）

提出先：CAB事務局

・会場準備

研修会／セミナー開催

・受付

・（必要に応じ）講師謝礼金

受付用筆記用具（蛍光ペン、ボールペン）は、事前にCAB事務局か

ら委員⻑へお渡しします。飲料（ペットボトル）を持ち込みされる

場合は、受講者にゴミの持ち帰りを協力いただいてください。

- 48 -



クラブ３役の職務 

 

単一クラブの充実発展はクラブ３役が握っていると言われています。それだけ重い責任を背負って

いる事になりますが、過去の例が示しているようにクラブ３役が共に心を合わせ連携を密にクラブ運

営に当たれば、良い結果が得られることも判っています。1年限りの貴重な機会ですから、悔を残さぬ

よう力を尽して下さい。 

しかし、ライオンズクラブの全てを知らなくては本当の良きリーダーとはなれません。本年度のクラ

ブ３役として正しい方向にクラブをリードする為にもそれぞれの職務を把握してください。ライオンズ

必携、役員必携を熟読され、ライオンズについて十分な知識を持たれるようお願いします。 

 

会⻑の職務 

 

1．本年度のあなたのクラブは、会⻑としてのあなたのリード如何によります。 

イ．会⻑はそのクラブの最⾼執⾏者であり、あらゆる会合を主催し、理事会の議⻑をつとめます。 

 

2．クラブ例会／催し 

イ．クラブは毎月少なくとも1回会議、催し、もしくは奉仕活動を行うことが奨励されます（クラブ

の例会は、クラブの会員が決定した奉仕事業またはその他の催しに置き換えることができる）。

例会は楽しい雰囲気で行なわれるよう、又できるだけ多くの会員に発言を求めるよう配慮し「あ

なたのクラブはあなたのやり方で」活気あるクラブづくりに励んでください。 

ロ．そのほか毎年チャーター記念例会を開催することができ、その際には、ライオニズムの目的、道

徳綱領、およびクラブの歴史を認識してください。 

ハ．ライオンズの毎会計年度終了と併せてクラブの年次会議を開催し、役員は任期中の最終報告を行

い、新しい役員に引継ぎます。 

ニ．クラブの運営や例会が古いスタイルでマンネリになっていないか。クラブ会員の満足度を高める

ためマンネリは危険です。クラブを常に見渡しテールツイスターと連携しアイディアを駆使し、

新鮮で斬新なクラブづくりに努めてください。 

ホ．既存の事業は会員にとって満⾜を得られるものであるか、奉仕の受益者である市⺠、地域にとっ

て本当に求められている事業であるか、事業継続の検討やブラッシュアップをお願いします。奉

仕事業がマンネリ化していないか、事業を立ち上げた時代と社会情勢が変わり事業が時代にマッ

チしたものであるか、当初の目的は現代でもマッチしているか等、奉仕の検証をお願いします。 

 

3． 理事会 

イ．理事会はクラブの執行機関です。執行機関とは「団体の意志を実際に行う機関」という意味で、

例会によって承認された計画、施策を各担当役員および会員を通じて実施する責任を負います。 

ロ．理事会は毎月少なくとも1回会合することが推奨され、クラブ予算を支出するものは理事会の承

認を得なければなりません。 

ハ．理事会はすべての新企画や新施策をそれぞれの委員会に付託しその検討と答申を求めます。   

ニ．委員会の答申に基づき、理事会で十分に検討して承認の後、これを具現化し例会の席で個々の会

員に説明して意見を求め、承認を得なければなりません。 
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4．委員会の任命 

イ．クラブの常設および特別委員を任命し，委員会が適切に活動し，報告が適切になされるよう各委

員会に協力する。 

 

5．副会⻑の担当 

イ．副会⻑に各委員会の担当を委嘱します。 

（例）第１副会⻑  運営に関係する委員会を担当 

第２副会⻑  事業に関係する各委員会を担当 

ロ.  第１副会⻑はガバナー諮問委員会へ参加 

 

6．準備理事会、準備委員会の開催 

イ．正式就任前に準備理事会、準備委員会を開催し、十分な準備をします。 

ロ．前年度の引継事項、新年度の運営方針、事業計画、努力目標、予算案などを早めに検討します。 

ハ．年度開始時から直ちに活動できるよう、十分な準備を整えます。 

 

7．クラブ財政 

イ．クラブ財政は予算制をとります。 

 

 8．クラブの運営 

イ．会員は役員になるか、委員会に所属するか、何らかの役職につきます。つまり全員が小集団活動

を通じてクラブ運営に参加することになります。これこそがライオンズクラブの特性であり、ク

ラブの活性化につながります。 

 

9．出席率向上について 

イ．出席率はクラブ運営を図る一つのバロメーターと言えます。全員が使命感と盛んな参加意欲をも

って出席するよう努力され出席率の向上に努めてください。又、特定会員の欠席が重なること

は、やがては他の会員にも影響を与え退会の温床となりますのでご留意ください。 

ロ．他クラブへのメークアップを奨励します。見聞を広める良い機会となります。 

ハ．例会に出席低迷しているメンバーへ、スポンサーメンバーより参加推奨してください。 

 

10．EXT及び支部設置 

イ．EXTはクラブ最大のアクティビティです。新クラブの結成、クラブ支部の設置、レオの結成にも

尽力をお願いします。 

ロ．スペシャルティクラブ、クラブ支部結成をご活用ください。 

 

11．奉仕活動とアクティビティ資金について 

イ．ライオンズクラブは、地域に密着した地域ぐるみの奉仕事業を行います。その資金は年1回以上

アクティビティ資金獲得の為の事業を行ない、その収益でまかなわれるのが望ましいあり方で

す。その他、企業協賛を募るなどこれまでにない手法を模索していくことでクラブ運営（予算）

に関し新しい可能性が生まれます。 
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12．地区ガバナー諮問委員会の委員 

イ．年度内に４回開催される諮問委員会には、クラブ会⻑、第1副会⻑、幹事が揃って出席してくだ

さい（2023-2024年度ライオンズクラブ役員必携61頁掲載）。各クラブの状況、諸問題の討議、

クラブ運営に関する意見の交換、クラブ相互の協力等を話し合い併せて親交を深める大事な会合

です。※クラブ会計の参加有無は各ゾーン・チェアパーソンの判断 

 

13．行事への参加、主催について 

イ．チャーターナイト、周年行事、年次大会等の出席にあたり、出席者がライオンズメンバーとして

のモラルに欠けることのないよう、又、その向上に特段のご指導をお願いします。 

ロ．クラブが周年⾏事等を開催する際には、ブラザークラブの会⻑席を設けて敬意を表します。 

 

14．会員拡大 

イ．会員拡大はクラブ運営の基本的な課題です。会員一人ひとりが一人の会員を真剣に増員するよう

指導しましょう。 

ロ．女性、若手会員の入会を奨めてください。これからのクラブ発展に欠かせない要件となります。 

ハ．SCP、支部は新たな概念で独自にライオンズ活動をすることができます。SCP、支部結成（運

用）を是非ご検討ください。 
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幹事の職務について＝333-E地区仕様 

 

 クラブ幹事は理事会の⼀員であり、会⻑及び理事会の指揮のもとにクラブ運営全般にわたって執⾏ 

機関の中枢となる役職です。ライオンズクラブの事務的な総括の責任者でもあります。 

  

幹事の主な職務は、以下のとおりです。 

 

（1） 例会、理事会その他のクラブ内会議の招集、運営、議事記録の作成、保管 

 

（2） アクティビティ、行事、出席率、会員動静等の記録 

(a) アクティビティ報告（LCIF 寄付以外） → Lion Portal 

(b) 会員動静      → Lion Portal 

    (c) ＬＣＩＦ寄付報告  → サバンナ（『eMMR ServannA』） 

  (d) 例会・行事の出席率 → 各クラブにて記録・保管  

※年 4 回 ZC に提出する「クラブレポート」に記載 

 

（3） 会員名簿、経歴、表彰などの全般的な記録の整備、保管 

  (a) 会員名簿は、Lion Portal に登録する内容をクラブ独自の名簿にも網羅すると良い 

    (b) 国際協会からキャビネット事務局を通しクラブ事務局へ送付されるアワード 

    （例）◆会員キー賞・・・ライオンズがスポンサーした新会員のクラブ在籍 1 年と 1 日 

経過後、自動的に授与される。 

         ◆シェブロンアワード・・・10, 15, 20, 25, 30, 35, 40, 45, 50, 55, 60 年を 

迎えられた会員に贈られるアワード  

 

（4） 各賞受賞申請書の提出 

各賞受賞申請書の対象となる会員やクラブのための申請書を提出 

      （例） 年次大会アワード 

 

（5） 会費の請求、受領すべき金額の徴収・記録等 

会員に対し会費の請求、その他クラブの受領すべき金額を徴収し会計に渡す 

クラブ会計簿、その他の収支明細書を保管する 

 

（6） クラブ用品の管理 

    クラブの効果的運営のために必要な事務用品、ゴング、小槌、国旗、クラブ旗などの管理 

    購入先：OSEAL 調整事務局（Lion Portal の shop）やフジマキネクタイ等、公認指定供給業者 

 

（7） 地区キャビネット、複合地区ガバナー協議会事務局、国際協会本部との連絡にあたり、定めら 

れた定期報告書、そのほか要求された報告書や回答書を提出する 
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【キャビネット事務局への提出物】 提出専用アドレス：report@lc333-e.com 

 

(a) 新会員キット申込書 ➡ 入会式の最低 1週間前までに申込 

(b) 会員動静における報告書 ➡ Lion Portal にて会員動静を行った際、サバンナに反映され 

ない情報について変更(登録)依頼 

(c) 再入会・転籍会員報告書 ➡ Lion Portal にて再入会・転籍会員の入会登録をおこなった 

             際サバンナに反映されない情報について変更(登録)依頼 

(d) 訃報 ➡ 正会員・支部会員の訃報は、ZC を通しキャビネット事務局へ提出。 

その後、Lion Portal にて退会処理を月内に行う。 

クラブ内メンバーへ訃報配信する際は、会⻑名でなく「幹事名」で発信する。 

(e) 献血報告書 ➡ 茨城県赤十字血液センターからの報告書を月末までにキャビネット事務 

局へ提出 

  (f) 薬物乱用防止・ライオンズクエスト活動報告 ➡ 月末までにキャビネット事務局へ提出 

  (g) LCIF 寄付報告書 ➡ OSEAL 調整事務局へ提出時、キャビネット事務局へも提出。 

               寄付をした月の 20⽇〜⽉末の期間に、サバンナで報告。 

                            ※寄付は原則毎月 25 日までに振込・報告書の提出を！ 

  ※上記書式（e を除く）は、キャビネットの HP「資料ダウンロード」に掲載しております。 

  ※オンライン（クレジット決済）で寄付をしたメンバーは「LCIF 寄付報告書」ではなく、 

メールで届いた「確認書」をクラブ幹事とキャビネット事務局へ提出してください。 

 

 

 

 

理事会はクラブの執行機関です。これはクラブの意思を実際に執行する機関であるという意味です。構成

員は、クラブ役員、ライオン・テーマ（任意）、テール・ツイスター（任意）、⽀部会⻑、並びに選出され

たその他の全理事⼜は委員⻑とされています。クラブ理事は任期 2 年で半数ずつ毎年改選されることか

ら、クラブ理事は１年目の理事を１年理事、２年目の理事を２年理事と呼称しています。理事会のいかな

る会合においても、構成員の過半数の出席をもって定足数とし、特に規定する場合を除き、出席構成員の

過半数による決定をもって理事会全体の決議とします。 

 

 

 

 

クラブは定期的会議を開き、クラブの会員は出席する義務があります。会員全員がきちんと出席すること

で、親睦が強まるだけでなく、共通の目標が定まり、その達成が確実なものとなります。新会員ライオン

は、毎回出席し、多くのライオンズの知識と精神を吸収することが特に重要です。 

出席を厳しくすると退会者が出るという説もありますが、厳正な出席が定着すればクラブの運営が容易

クラブ理事会 

例会 
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になり活性化につながります。 

 

【参考】18:30  開会・ゴング 

        国旗敬礼 

               国歌⻫唱 

    18:40 紹介・あいさつ(会⻑、ゲスト) 

    18:50 報告事項・審議事項ならびに協議事項 

        19:00 メンバー・ゲストスピーチ（任意） 

        19:20  テール・ツイスターの時間 

    19:30 閉会ソング (また会う日まで) 

           閉会・ゴング 

    ★食事が無い例会は上記の通り、1時間で運営することが望ましい。 

 

    地域によっては昼の例会(12:00〜)でも同様なスケジュールで行うことができる。 

クラブ幹事が運営責任者として会合の時間は厳守すること。特に遅延は注意を払う。 

 

これは一例ですが、クラブによって伝統や個性がありますので、自分のクラブの実情に適した方法をと

り、クラブの個性が失われないよう留意する必要があります。特に規則正しい時間の中で、適宜食事をと

りながら、楽しさが失われないようにし、またライオニズムの高揚と会員の知的向上に役立つ例会にする

よう工夫することが大切です。 

 

例会シナリオの担当はクラブ幹事ですから、会⻑の意を汲んで、まずクラブ執行部で年間行事予定を立案

しておくべきでしょう。毎回のものは、会⻑、幹事、ライオン・テーマ、テール・ツイスターと綿密な事

前の打合せが必要です。 

その際の留意点としては、毎回同じ筋書きにならないよう気を配ることが第 1 です。たとえば有名なゲ

ストスピーカーを招いた場合は、前段の形式的⾏事を省略し、会⻑の開会あいさつの後、ゲスト・スピー

チに移り、スピーチのために十分な時間を取るというように、その時その時の主目的に合わせた時間割を

組むことが必要です。例会では、特に定められたやり方はありません。クラブが一番効果的だと思う方法

を取ってください。 

 

花見例会や納涼例会などで、定例の日時・場所を変更する場合には、早めに周知しましょう。 

 

すべての例会は決定された時間に定刻通り開会し、また定刻通りに閉会します。クラブのいかなる会合に

おいても、定足数はグッドスタンディングの会員の過半数の出席を必要とします。他に特に規定する場合

を除く、いかなる会合においても出席した会員の過半数の決議はクラブ全体の決議となります。 

※会則改正の決議には３分の２の賛成を要する。 
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■例会前に準備すべき事項 

・必要事項の一覧表を準備する 

   ・出席表       ・メンバー名札       ・ゴング、小槌、国旗、クラブ旗 

   ・理事会、例会資料  ・贈呈されるべきアワード  ・演台など例会に必要な備品の一覧事項 

   ・委員会や会員への連絡事項   ・特に会⻑が留意すべき事項 

・ゲスト・スピーカー紹介用の資料及び名札の準備を確認する 

・入会式は新会員用キットを準備する（襟章、冊子など） 

 

■例会においてなすべき事項 

・クラブ幹事は理事会・例会運営責任者として予定通り進行しているか注意を払う 

・時間通りに開会・閉会する 

・出された食事の総数を点検し、伝票に署名する 

・会費などを受け取り、領収証を発行する 

・例会議事録を作成する 

・今後のクラブ行事を発表する 

 

■例会後になすべき事項 

・会費やドネーションなどの入金をチェックし、会員元帳に会費の入金を記入する 

・会員の出席およびメーク・アップを記録する 

・贈呈されたアワードを記録する 

・集めた金銭を会計に引き渡す 

 

 

 

 

入会式は、ライオンとしての奉仕の始まりを象徴するものであり、生涯にわたる会員維持につながる重要

な要素でもあります。心のこもった入会式に続いて綿密なオリエンテーションを行い、有意義な形でクラ

ブの活動に参加できるように促せば、新会員はクラブへの関心を失わず、熱心に活動を続けてくれるでし

ょう。 

何事も心を込めて行うには適切な準備が必要ですが、入会式も同様です。それは最も重要な出席者、つま

りクラブに迎えられる新会員にとって意義深いものでなければなりません。 

 

入会式の準備 

 

(1) 最新の新会員キットをキャビネット事務局より入手する。 

(2) キットに含まれている証書を準備する 

新会員入会式 
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   キットには 2種類の証書が含まれています。1枚は新会員用、もう１枚はスポンサー用です。 

必要事項を丁寧に記入し、名前を正確に書き、正式な署名を付してください。 

(3) スポンサー用の証書とピンを新会員用のものと分ける 

   新会員キットには、スポンサーに渡す証書と特別なスポンサーピンが含まれています。 

新会員が入会式の最後にキットを受け取る時に、スポンサーの証書とピンは渡さないように 

注意してください。 

(4) 入会式で話すことを考える 

   ⼊会式はクラブ会⻑が⾏うことが慣例となっていますが、元クラブ会⻑など尊敬されている古く

からの会員なども適役です。地域の習慣や、クラブや地区の活動によって、入会式はさまざまに異

なるものとなるはずです。さらに、関連の会員種別に合った入会式にすることも可能であり、奨励

されています。入会式の企画に当たっては、それが厳粛であるとともに、参加者にとって有意義な

ものとなるよう心がけることが大切です。 

 

 

（参考）333-E 地区新会員入会式要領 

 

 

準備 

 

幹事は以下を確認 

・新会員とスポンサーが会場入り口ドア外で待機。 

・ラペルピン、ランチョンバッジ、ライオンズの誓いを準備。 

・最前列に新会員の席を用意。 

会⻑は、演壇に⽴つ。 

① 開会宣言 

幹事 只今より、ライオンズクラブ国際協会333-E地区○R○Z ○○ライオンズクラブ  

新会員 入会式を開会いたします。皆様、ご起立ください。 

② 新会員並びにスポンサー入場 

幹事 スポンサーの先導によりまして、新会員の入場でございます。拍手でお迎えくださ

い。 

 （入場）（BGM：ライオンズヒム） 

（スポンサーと新会員はメンバーの方を向いて並ぶ。） 

幹事 メンバーはご着席ください。スポンサーと新会員はメンバーの方を向いてください。

新メンバーとなる○○さん、スポンサーは○○ライオンです。 

③ スポンサーによる新会員の紹介 

幹事 それでは、スポンサーより新会員の紹介をお願いいたします。 

スポンサー ※スポンサーは、新会員の勤務先や職種・年齢等を紹介する。 

※当日の例会資料に「入会申込書」を入れること 

幹事 スポンサーの○○ライオンは、席にお戻りください。 
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副幹事 （入会キット、ラペルピン、ランチョンバッジ、ライオンズの誓いを用意） 

④ ラペルピンの伝達 

幹事 それでは、会⻑より新会員にラペルピンを付けてください。 

会⻑ （会⻑は、新会員にランチョンバッジを胸に付ける。） 

⑤ 宣誓 

幹事 皆様、ご起立ください。 

新会員は、演壇に向かい、会⻑に続いて「ライオンズの誓い」をご唱和ください。 

新メンバー （「ライオンズの誓い」を唱和） 

幹事 新会員は、メンバーの方を向いて右手を挙げて、「We Serve」と高らかに唱えてくだ

さい。 

新会員 （「We Serve」を唱える） 

 （メンバー一同拍手） 

幹事 メンバーはご着席ください。 

○○さんは、○○ライオンズクラブのメンバーとしてライオンズの誇り高きラペルピ

ンが授与され、「ライオンズの誓い」を行いましたので、今からは○○ライオンと呼

ばれることをご承知おきください。 

⑥ 会⻑より歓迎の挨拶 

幹事 ○○ライオンは会⻑の⽅を向いてください。 

それでは、会⻑より歓迎の挨拶をお願いいたします。 

会⻑ （歓迎の挨拶） 

⑦ 新会員の挨拶 

幹事 新メンバーである○○ライオンは、メンバーの方を向いてご挨拶をお願いいたしま

す。 

新会員 （挨拶） 

⑧ ライオンズ・ローア 

幹事 会員委員⻑より、歓迎のライオンズ・ローアをお願いいたします。 

皆様、ご起立ください。 

会員委員⻑ （ライオンズ・ローア） 

幹事 拍手をお願いいたします。 

⑨ 所属委員会の発表 

幹事 ○○ライオンの所属委員会は、○○委員会です。 

※事前に委員会は決定しておく。 

⑩ 閉会宣言 

幹事 只今をもちまして、○○ライオンの入会式を閉会させていただきます。 

○○ライオン、お席にお座りください。 

（最前列に用意しておく） 

 

 

- 57 -



 

インターネット報告システム「eMMR ServannA」・「Lion Portal」 

 

 

 

 

 

 

 

（2026 年 5 月現在） 

I. eMMR ServannA について 

 

2026 年 6月までは現クラブ役員（25-26 年度役員）のアカウント（ID・パスワード）でログインが可

能です。2026 年 7月から 26-27 年度役員がログインできるよう、今期役員が eMMR ServannA で次年

度役員の登録・報告を行うと共に、次年度役員のアカウントの設定をします。設定したアカウントで

26-27 年度役員が 7月よりログイン可能となります。（役員登録については後述 “次期クラブ役員登録” 

をご参照ください。） 

 

□ 333-E 地区ホームページ（https://lc333-e.com）内に「eMMR ServannA」のリンクがあります。操

作マニュアルをご参照ください。 

 

□ システム上、報告できない日（毎月 1 日）や時間があります。サバンナトップページにて都度ご確

認ください。 

 

□ eMMR ServannAに会⻑・幹事のアカウントでログインすると、以下の「報告・登録」ができま

す。会⻑・幹事以外のアカウントは閲覧のみで「報告・登録」はできません。 

 

▪クラブ役員登録・ログインアカウントの設定 

▪クラブ情報の登録 

▪LCIF 寄付報告 

▪地区年次大会、研修会等の参加登録 

▪新会員情報の登録 

 

□ 「国際協会送金専用口座」の表示 

eMMR ServannA には国際協会関係の入金口座（3つのクラブ別専用口座番号）を表示する機能があ

ります。「国際協会送金専用口座」をクリックすると、入会金・国際会費・クラブ用品費・終身会員

費・LCIF 寄付・チャーター費など国際協会への送金の振込み先が⑴⑵⑶と目的別に表示されていま

す。振込先（口座番号）は、必ず年度初めにご確認ください。 

 

■「eMMR ServannA」（役員登録・クラブ情報の登録・新会員登録(LionPortal で会員動静 

報告をした後の処理)・LCIF 寄付報告、年次大会参加登録等） 

■「Lion Portal」（会員動静・国際会費請求書等の閲覧と印刷・国際大会代議員登録・ 

アクティビティ報告） 
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□ 次期クラブ役員登録(同時にログインアカウント設定) 

       今年度のアカウント（ID・パスワード）が有効なうちに次期クラブ役員 3役（会⻑・幹事・会計）の

登録と次年度のアカウントを設定しなければなりません。 

eMMR ServannA の「クラブ管理」で行います。 

 

(1) クラブ会⻑・クラブ幹事のアカウントでログインすると各登録・報告が可能です。 

クラブ会計・会員委員⻑のアカウントは閲覧のみ可能です。 

(2) 次期クラブ役員登録締切は 6月 15 日です。 

  締切直前は多くのクラブが報告されるためエラーとなる可能性が高くなります。余裕をもって

の報告をお願いいたします。 

(3) IDは、国際協会会員番号です。 

(4) パスワードは 4 文字以上 32 文字以内のアルファベット及び数字の組合せで自由に設定できま

す。入力後に必ず「変更する」ボタンをクリックしてください。 

(5) パスワードはセキュリティの関係で登録した方のみが分かります。キャビネット事務局では分

かりませんので、必ずクラブの責任において厳重に管理し、次期役員に引継いでください。 

(6) 6 月までは今年度アカウントを用いますので、くれぐれも今年度分を削除しないようにご注意

下さい。 

(7) 次年度アカウントが使用できるのは 2026 年 7月からです。 

 

□ クラブ情報の登録 

eMMR ServannA →「クラブ管理」→「クラブ情報を表示する」 

  クラブ事務局の住所、例会場、例会日など情報が常に最新の状態で登録されているように注意してく

ださい。変更や訂正が生じた際は、必ず再登録してください。 

 

□ 「LCIF 寄付報告」 

LCIF 寄付のみサバンナにて報告、それ以外のクラブアクティビティは Lion Portal にて報告してくだ

さい。 

 

LCIF 寄付の報告は、画面下部の「LCIF」に入力してください。『その他の寄付（一人当たり 20 ド

ルや 100 ドルなど）』及び『クラブ寄付』は画面の金額欄に送金した日本円を入力して内訳を記入

してください。ドル欄には入力しないでください。「MJF1000 ドル一括寄付」は「MJF 0 名」の列

をクリックして表示される「今月の MJF」画面で報告をお願いいたします。ここで入力されません

と、寄付者の$1000 のカウントが計上されません。＄1000 寄付を行った際は、必ず会員一覧から名

前を選択し報告してください。 

「LCIF 合計金額」が国際本部に送金した金額と同じであることを確認してください。寄付時に提

出したエクセル「LCIF 寄付報告書」と照らし合わせ、金額を間違えないよう入力してください。 

 

「クラブ活動報告書」の提出ボタンを押す前に一度「書きかけ」ボタンを押して保存することもで

きます。LCIF 寄付金額を確認してから、最後に「キャビネットに提出する」ボタンを押してくだ
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さい。ロックされて「済」マークが出ます。提出後に修正されたい時は、月末までであればキャビ

ネット事務局（029-306-7750）でロックを解除いたしますのでご連絡ください。 

＊システム上、サバンナでの LCIF 寄付報告を入力できるのは、20⽇〜⽉末です。 

 

□ 支部会員登録 

支部会員の Lion Portal での登録はクラブでも可能ですが、キャビネット事務局で把握ができなくな

るため、Lion Portal、サバンナともキャビネット事務局で行います。キャビネット事務局へ「会員

動静における報告書」を提出してください。クラブにて支部会員登録をされた際も忘れずに「会員

動静における報告書」をキャビネット事務局にご提出ください。（サバンナでの登録を行うため） 

複合地区の会費は eMMR ServannA「会員管理」→該当支部会員の「詳細」→会員区分の右側にあ

る「支部会員である」にチェックが入ることで請求されます。チェックマークがついていない場合

は、キャビネット事務局までご連絡ください。 

 

□ 特典会員（＝家族会員・学生会員）の登録 

Lion Portal にて会員動静を行われた際、eMMR ServannA には全て正会員として反映されます。特典

会員（＝家族会員・学生会員）が入会された時は、必ずキャビネット事務局へ「会員動静における報

告書」を提出してください。キャビネット事務局にて eMMR ServannA への変更追記を行います。キ

ャビネット事務局への特典会員報告がない場合、正会員として会費が請求されますのでご注意くださ

い。 

 

□ 「ライオン誌」の発送先は eMMR ServannA に登録されている住所になります。 

「会員管理」の「−送付先の選択−」で〇をつけた住所（⦿自宅⦿勤務先⦿事務局）に送付されます

ので、送付先が自宅又は勤務先であれば、その下の住所を日本語で入力してください。クラブ事務局

への送付であれば、「クラブ管理」の「クラブ情報を表示する」にある、事務局住所に送付されます。

変更が生じた時は、必ず修正してください。 

 

 

II. 国際本部システム「Lion Portal」について 

 

 

Lion Portal にて操作するためにはまず Lion Portal アカウントを取得します。取得方法及び操作方法

については OSEAL 調整事務局の日本語情報サイト（https://sites.google.com/site/pacificasianja/）

ホームページにあるマニュアルをご参照ください。OSEAL 調整事務局主催のウェビナーリンクもあ

りますのでご覧ください。クラブ会⻑、幹事のアカウントにて各登録・報告ができます。 

 

□ 会員動静 
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「Lion Portal」の画面から ID・パスワードを入力し、ログイン→「私のクラブ」→会員のアクション

にある「会員の管理」 より入退会の登録を行います。 

 

「会員の管理」からできること： 

  ・新会員を登録  ・会員を編集  ・再入会員  ・転入会員  ・退会 

 

≪入会≫  

子会員の住所については、親会員と同じ住所が登録されることになります。 

※サバンナには、特典（家族）会員として自動的には反映されませんので、キャビネット事務局まで

「会員動静における報告書」をご提出ください。 

 

≪退会≫  

※親会員が退会すると「家族会員世帯」が取消となり「子会員」全員が自動的に通常の会員（正会

員）となりますので、ご注意ください。親子両方の会員が退会される際は、家族会員を先に退会処

理してください。 

 

※Lion Portal にて新会員登録を行いますと、自動的に eMMR ServannA に反映されますが、入会の

際反映されるのは、ローマ字の“氏名”と“入会日”のみです。「会員管理」にて、氏名の漢字への変更、

ふりがな、ライオン誌の送付先の選択、及び送付先住所の入力をお願いいたします。 

 

□ アクティビティ報告 

手順は、「Lion Portal」ログイン→「奉仕」→「私のアクティビティ」→「奉仕アクティビティの

作成」から入力します。 

受益者数のガイドラインが、全国統一規格として、８複合地区 GSTコーディネーターにより作成

されております。 操作マニュアル及び「受益者数ガイドライン」は OSEAL 調整事務局の日本語情

報サイトをご確認ください。 

※「LCIF 寄付」については、サバンナにて報告いただきますので「Lion Portal」での報告は不要で

す。 

 

□  国際会費請求書とクラブ会計計算書の閲覧・印刷 

「Lion Portal」ログイン→「私のクラブ」→「クラブ会計計算書」を開きます。各月の会計計算書と

半期分国際会費請求書があり表示・印刷することができます。上半期・下半期会費以外に、新会員の

会費や用品を購入した際は、その月に請求が計上されますので、「Lion Portal」 から確認後、速やか

にお支払いください。振込口座は各クラブ異なりますため、サバンナにてご確認ください。 

 

□ 国際大会代議員登録 

「Lion Portal」→「私のクラブ」→会員のアクションにある「クラブ代議員の管理」→「〇国際」に

チェックを入れると、次回の国際大会が表示されるので、チェックを入れて「次へ」をクリックしま

す。登録に進み完了しますと Eメールで代議員登録確認書が届きます。 
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会計の職務 

 

１． クラブ会計の区分 

クラブ会計は、運営費会計、事業費会計の一般会計と特別会計に分けます。 

 

２． クラブ会計の原則 

（1） 通常各会計間では、相互流用を認めないのを原則と致します。 

（2） 特に、事業資金は、その地域社会から調達されるのを前提と致しますので、これをクラブ運営のた

めに支出することは禁止されております。この事実は、ライオンズクラブの誇りとするところであ

り、他の多くの奉仕団体と根本的に違っている点であります。 

（3） 運営費の流用の例外 

運営費はクラブ存立の基盤であり、運営資金は当然クラブの運営のみに用いられるべきであります。

しかしながら、運営費に余裕がある場合は例外として、これを事業費に流用することが認められま

す。年度末においてクラブ運営費会計に赤字を生じることは、国際本部の重大関心事であり、地区ガ

バナー諮問委員会においても、議⻑は、各クラブが経済的にグッド・スタンディングであるよう、注

意を喚起することが求められております。 

 

３． 理事会の専決事項 

(1) クラブ会計の執行者として、理事会が専決し得るのは、運営費会費と会食費会計の執行の範囲に限

られていると解すべきで、アクティビティを含むすべての新企画及び新施策に対する支出は、まず理

事会で検討立案のうえ、クラブの定例会あるいは特別会合に提案され、承認を得なければなりませ

ん。 

(2) すべての支出は、理事会の承認を必要といたします。 

(3) 理事会は本クラブの収入を超過する債務をおってはなりません。また、クラブの承認した企画及び

新施策に反する目的のためにクラブの資金を支出することを承認してはなりません。 

 

４． 財務委員会の役割 

財務委員会は、理事会の諮問機関であり、クラブ会合中に経常支出以外の臨時支出の要請または提案

がなされた場合、すべて財務委員会に付託されます。又、会費の速やかな徴収を図り、必要な場合は

徴収を手伝います。  
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５． クラブ会計事務 

クラブ会計事務は、収支の実績が常に予算との関連のもとに有効適切に統制されるよう、複式簿記に

基づいて、整然かつ明瞭に記録、計算されなければなりません。 

 

６． クラブ備品およびこれに類する財産の取り扱い 

クラブ備品およびこれに類する財産は、理事会の管轄下にあることはもちろんでありますが、クラブ

会計とは別個に、ライオンズ・テーマがその管理責任者となります。したがって、これらの財産の購

入の際に資産勘定として計上しないで、経費として処理致します。 

 

７． 国際会費・複合地区・地区会費 

(1) 国際会費は半期分が 6月および 12月のクラブ会員数に基づき、7月および 1月に請求され、さ

らに新会員があるごとに、残りの半期分の月割り計算で入会月に請求されます。「Lion Portal」ロ

グイン→「私のクラブ」→「クラブ会計計算書」より請求額を確認し、レートと納入先（サバン

ナ「国際協会送金専用口座」）を調べ納入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 毎月 1 日にレートが更新されます。地区ホームページでライオンズレートをご確認ください。 

※ 請求書は参考資料に掲載しておりますのでご参照ください。 

 

(2) 国際本部において、クラブがグッドスタンディングであると認定する第 1 の条件は、国際本部に

対する納入金の滞納がないことです。90 日経過するとステータスクオ（活動停止クラブ）に該当

となりますのでご注意ください。 

(3) 国際本部の請求書上の数字の末尾に CR と記入してある場合は、CR は国際本部がクラブに対し、

負債を負っていることを意味します。これは、過誤納により生じるものですので、次回の請求額

からこの分を差し引いてお支払いください。 

(4) 何らかの事由により、国際本部台帳または関係事務局台帳の会員が、事実と相違しているために、

□ 国際協会専用口座の種類 

①入会金・国際会費・クラブ用品費・終身会員費・レオクラブ会費等 

 また②、③以外の送金 

②LCIF 寄付金 

③チャーター費、国際大会登録に伴う送金 

□ 口座名義 

ライオンズクラブ国際協会オセアル合同会社 
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請求書の金額に誤りがある場合には、事実の通り訂正するよう、国際本部または OSEAL 調整事

務局へ理由を付けて申し出なければなりません。（日本語でよい。） 

複合地区・地区費は 6 月および 12 月のクラブ会員数に基づいて計算され、請求書はおおむね 8

月および 2 月初旬にダウンロード用 URL をメールにて（一社）日本ライオンズがクラブ事務局

へご案内いたします。必ずご確認をお願いいたします。 

請求書にある地区の口座へ納入期限までに納めてください。 

 

※ 地区費振込の際は、振込人名はクラブ名のみでお願いします。 

（地区名や R・Z 等は入れないでください） 
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振込金額

156.387406米ドルに対する、今月の為替レート

〒310-0031

水戸市大工町3-5-4　コウリュウビル3F-A

水戸葵ライオンズクラブ御中

300 West 22nd Street

Oak Brook, Illinois 60523-8842

Tel: 630-571-5466

Page:   1

ライオンズクラブ国際協会

地区番号

5158

JAPAN

MITO AOI
25334

ライオンズクラブ名クラブ番号
253112333E

年日月地区

ライオンズクラブ国際協会口座への支払は、みずほ銀行第5集中

支店宛て、各クラブに割り当てられたクラブ口座支払のため

の専用口座番号へ振り込んでください

注意

000025334 00227669 3

JA

25334 明細月 日 年

11 30 25 BALANCE FORWARD.............U.S. CURRENCY

CLUB#

請求及び入金

86.68 

インボイス番号

日付 会計計算書は、記録としてクラブで保管してください

12 22 25 J122125-0002 DDS: 12-21-25 13569.00 JPY 86.68CRPAYMENT
12 19 25 J090925-0045D PAYMENTS AND ADJUSTMENTS 51.69  
12 31 25 SAD-HQI-2348791SEMI-ANNUAL DUES 01-26 TO 06-26 2225.00  

100.004 AFFILIATE MEMBERS       @   25.00  

125.0010 FAMILY MEMBERS          @   12.50  

2000.0080 REGULAR MEMBERS         @   25.00  

0.002 SCA MEMBERS             No Charge  

最新版の会費一覧表は、協会のウェブサイトでご確認くださ

い。国際会費は月末の会員数に基づいて請求されます。

今後も引き続き毎月会員報告を行ってください。

会員記録の変更は、オンラインで行ってくださ

い。お問い合わせ先： 

memberservicecenter@lionsclubs.org  または  Fax 

630-571-1683

www.lionsclubs.org

会員報告 本部の記録

MAR24
JPY0096

USD

金額の横の「CR」は、剰余金を意味します

2276.69

356046.00

月
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2025-26年度上半期 請求書
発行日： 2025年08月01日

納付期限： 2025年09月15日

請求書代行発行：東京都中央区京橋1-2-4
八重洲ノリオビル５階

一般社団法人日本ライオンズ

水戸葵
ライオンズクラブ 御中

請求金額合計

¥689,700 
地区 振込先
常陽銀行 本店営業部 普通 3671509
ライオンズクラブ国際協会333-E地区 特別会計 キャビネット会計 大窪聡史

＜請求内容明細＞
人数欄
（A）今半期分請求。「人数」欄は期首会員数（2人目以降の家族会員、学生会員、レオライオン、若年成人会員、支部会員は除く）
（B）家族会員（2人目以降）の今半期分請求。「人数」欄は期首会員数
（C）支部会員の今半期分請求。「人数」欄は期首会員数（2人目以降家族会員、学生会員、レオライオン、若年成人会員は除く）
（D）学生会員の今半期分請求。「人数」欄は期首会員数

■複合地区
人数欄 請求項目 月額 単価 人数 金額 備考 

（A） 複合地区運営費 140 840 68 57,120

（A） 複合地区運営費 120 720 68 48,960 日本ﾗｲｵﾝｽﾞ賛助会費 

（A） 複合地区大会費 40 240 68 16,320

（A） 青少年育成資金負担金 500 68 34,000 年額 

（A） 国際理事候補者支援基金 100 68 6,800 年額 

（C） 支部会員複合地区運営費 0 10 0 年額 

（C） 支部会員複合地区運営費 120 670 10 6,700 日本ﾗｲｵﾝｽﾞ賛助会費 

（B） 2人目以降家族会員複合地区運営費 500 10 5,000 年額 

（D） 学生会員複合地区運営費 500 0 0 年額 

複合地区合計 174,900

※今年度は日本ライオンズ賛助会費が月40円値上がりした代わりに、333複合地区の会費を値下げしさらに補填
（支部会員半期50円）して、運営費総額は昨年度と同額としている。

■地区
人数欄 請求項目 月額 単価 人数 金額 備考 

（A） 地区費 700 4,200 68 285,600

（A） 地区大会費 200 1,200 68 81,600

（A） 青少年育成資金 0 68 0 年額 

（A） IT推進援助金 0 68 0 年額 

（A） 薬物乱用防止活動資金 200 68 13,600 年額 

（A） アイバンク協力金 1,000 68 68,000 年額 

（A） 333-E地区事業支援基金 0 68 0 年額 

（C） 支部_地区費 700 4,200 10 42,000

（C） 支部_地区大会費 200 1,200 10 12,000

（C） 支部_青少年育成資金 0 10 0 年額 

（C） 支部_IT推進援助金 0 10 0 年額 

（C） 支部_薬物乱用防止活動資金 200 10 2,000 年額 

（C） 支部_アイバンク協力金 1,000 10 10,000 年額 

（C） 支部_333-E地区事業支援基金 0 10 0 年額 

（D） 学生_地区費 500 0 0 年額 

準地区合計 514,800
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正会員 支部 特典会員 学生

$50 $50 $25 $25 （年額）

$4.17 $4.17 $2.09 $2.09 （月額）

$25.00 $25.00 $12.50 $12.50 半期毎の請求

$35 $35 $35 $0学生免除 入会金 （初年度のみ）

4,320 2,300 500 500 （年額）

2,400 360 500 500 （年額）

200 - - - （月額）

1,200 （年請求） （年請求） （年請求） 半期毎の請求

1,920 1,920 0 0 （年額）*複合地区から支出する100円含む

160 160 0 0 （月額）

960 960 0 0 半期毎の請求
** 720円から50円を差し引いた670円が半期請求額

480 0 0 0 （年額）

40 0 0 0 （月額）

240 0 0 0 半期毎の請求

500 0 0 0 年額

100 0 0 0 年額

0 0 0 0 年額

7,800 7,800 0 500 （年額）

650 650 0 - （月額）

3,900 3,900 0 （年請求） 半期毎の請求

1,800 1,800 0 0 （年額）

150 150 0 0 （月額）

900 900 0 0 半期毎の請求

0 0 0 0 年額

0 0 0 0 年額

100 100 0 0 年額

1,000 1,000 0 0 年額

0 0 0 0 年額

2026-2027年度 地区費その他納入先一覧

2026-2027年度

備考
項目

　内　日本ライオンズ
　　　賛助会費

複合地区大会費

青少年育成資金

国際協会費

上期分：7月下旬発送・6月末会員数　　下半期：1月下旬発送・12月末会員数

国際会費請求書は郵送されません。「Lion Portal」 → 「私のクラブ」 → 「会計明細書」
よりダウンロードしてください。

（振込先）　みずほ銀行　第5集中支店（797）ライオンズクラブ国際協会オセアル合同会社
　　　　　　普通預金　【クラブ別専用口座（1)(2)(3）】

(1)入会金、国際会費、クラブ用品費、終身会員費、レオクラブ会費等 （2)(3）以外の送金
(2)ＬＣＩＦ寄付金
(3)チャーター費、国際大会登録に伴う送金

※　上記振込口座はクラブ毎異なります。
　　各専用口座は「サバンナ」→「国際協会送金専用口座」よりご確認ください。

複合地区運営費

　内　運営費充当分

上期分：7月下旬発送・6月末会員数（年額：上期に請求）　下半期：1月下旬発送・12月末会員数
納入期限：上期7月～12月分　9月15日迄　　　下期1月～6月分　2月末日迄

複合地区・地区費の請求書は、一般社団法人日本ライオンズより「サバンナ」→「クラブ管理」
（クラブ情報を表示する）で登録したクラブ事務局住所に郵送されます。

（振込先）常陽銀行　本店営業部　普通預金口座番号　3671509
　　　　　ライオンズクラブ国際協会333-E地区　特別会計キャビネット会計　森澤吉大（ﾓﾘｻﾜﾖｼﾋﾛ）

地区年次大会会費

青少年育成資金

ＩＴ推進援助金

薬物乱用防止活動資金

アイバンク協力金

333-E地区事業支援基金

国際理事候補者支援金

緊急援助資金負担金

地区会費

- 67 -



333-E 地区「統一見解」 

 

1. メンバー間の呼び方について 

(1) 自己紹介の場合   （例）ライオン○○ 

(2) 相手を紹介、又は呼ぶ場合  （例）○○ライオン 

 

2. 書式上の L 字の使い方について 

(1) 文書記載のときには L を姓の先に書く。 

(2) 但し、役職名を付したとき、及び外国人の場合は L 字を不要とする。 

(3) 封書・葉書・招待状・賞状等の宛名（姓名）は○○様でよい。 

(4) L の後にドット（ . ）を付けない。 ダメな例 L .○○ 

 

3. ライオンズ用語を正しく使いましょう 

(1) 文章の文字を略して ZC と記載してある場合でも、読み上げる場合、ゾーン・チェ

アパーソンと読むこととする。 

(2) ACT、EXT 等についても、それぞれアクティビティ、エクステンションと読むこと

とする。TT、 CAB 等もこれに準ずる。 

(3) R には第をつけない。   （例）１R 

(4) LCIF は「寄付」であり「献金」ではない。 

(5) GMT は「会員増強」ではなく「会員拡大」 

(6) 新たな会員は「新入会(員)」ではなく「新会員」 

 

4. エレクトについて 

エレクトという用語は地区ガバナーエレクトにのみ用いる。 

 

5. 役職名に使用する数字について 

役職名に使用する数字はアラビア数字（0、1、2、3、4、5、6、7、8、9）とする。 

（例）第 1 副地区ガバナー、第 2 副地区ガバナー 

 

6. 国旗・ライオンズ旗への敬礼 

周年行事、記念例会、キャビネット会議等での国旗、ライオンズ旗に対する敬礼は最初

だけにし、以後は省略してよい。 

 

7. 地区構成員の祝金について 

地区構成員（ガバナー、ZC、及び地区委員）が各クラブへの例会訪問については祝金

等一切持参しないことを原則とする。 
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8. 胸元「ラベルピン」掲示位置について 

正式なラベルピンマークを一番上に掲示し、キャビネットロゴマークや 

国際大会記念等のラベルピンは上から 2 番目以下につける。 

 

9. ライオンズは全て⻄暦表記。（ × 和暦 ） 

 

10. キャビネット会議で発言権があるメンバー： 

ガバナーチーム、前地区ガバナー、キャビネット幹事・会計、コーディネーター、 

ゾーン・チェアパーソン、委員⻑ 

 

11. 例会等での「国旗」「ライオン旗」設置位置について 

各旗を設置する際は国旗を中央に設置する事が望ましい。 

また、国旗以外の旗（ライオン旗等）は国旗より下げた位置に設置する。 

 

12. クールビズについて 

ライオンズクラブでは、地球温暖化対策のため、「クールビズ」を提唱しており、 

期間は毎年 5 月 1 日から 9 月 30 日までとする。 
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記念式典・エクステンションについて 

 

1. クラブの記念式典 

5 年、10 年、15 年など、5 年刻みの記念式典は、チャーターナイトとは趣を異にする式

典です。クラブの記念式典を行うのは、どこまでもそのクラブ自体が今日まで発展し続け

てきたことを会員同士で喜び合い、さらに将来への発展とライオニズムの高揚を再確認し

あうものと理解しましょう。特にクォーター（25 年刻み）の式典は、そのなかでも特別な

記念式典となります。 

イ. クラブ会員同士の祝い事を本旨とします。 

ロ. 記念に相応しいアクティビティを考えましょう。 

ハ. 家族の協力に感謝し、より認識を高める計画を考えましょう。 

ニ. 招待客の範囲はクラブの自主性にゆだねます。 

※招待外の地区役員等が自発的に参加した場合は相応に取り扱ってください。 

 

「地区運営要項より」 

(1) 5 年毎に廻ってくる結成または、チャーターナイト記念の周年行事をどのように

行うかは各クラブの自由である。25 周年、50 周年、75周年は、国際会⻑のメッ

セージが送られてくる。 

(2) 周年行事を行う時期は、チャーターナイトの年から数えて、実施時期とするのが

望ましい。 

      例） 1987 年 5 月にチャーターナイトの場合 

        2026 年 7⽉〜2027 年 6 月が 40 周年となる。 

 

2. エクステンション（新クラブ結成）の基準 

イ. 申請書 

正式に結成され、役員を選出した いかなるグループ、クラブ又は集まりも、ライオン

ズクラブのチャーター（認証状）を国際協会に申請することができる。申請書は、国

際理事会が定めるとおりに国際本部に提出されなければならない。同理事会が申請を

承認した後に、本協会の会⻑及び幹事が署名したチャーターが交付される。このチャ

ーターが正式に交付されたとき、クラブは結成されたものとみなされる。ライオンズ

クラブが認証状を受理することは、本協会の会則及び付則を受け入れそれに従うこと

に同意したことを意味すると共に、ライオンズクラブ国際協会が法人組織化された州

で有効となっている法律に基づき、同会則及び付則によって解釈され統制される関係

を、本協会との間に結ぶことを受け入れたことを意味する。 

 

 

- 70 -



ロ. 書類 

いかなる新クラブも、下記の書類が国際本部において受理され、理事会又はその代

理人によって承認されるまで、チャーターを受けたり、ライオンズクラブ国際協会

の記録に記入されたり、正式にライオンズクラブとして認められることはない。 

a. 必要事項がすべて記入された公式のチャーター申請書。 

b. 最低 20 人のチャーターメンバーの氏名。大きな既存のクラブが友好的に分割

する場合を除き、このうち 75%は、同じ複合地区内で居住または就業している

（ただし、会員拡大委員会が承認した場合にはこの限りではない）新しい会員

でなければならない。 

c. チャーター費全額支払いの確認書-- チャーター費は US$35 である。正ライオ

ンズクラブから転籍するグッドスタンディングのライオンズのチャーター費は、

US$20 である。ただし、クラブ支部会員はこれが免除される。チャーター費及

び入会費は払い戻しされない。 

(1) 国際会則に規定されているか、又は理事会の決議で制定されたチャーター

費以外は、いかなる地区、準地区、クラブも、追加のチャーター費を請求

することはできない。 

(2) アメリカ及びカナダ以外の国の場合、ライオンズクラブ国際協会の口座に

資金が振り込まれたことを示す銀行発行の振込金受取書の写しを提出す

れば、資金の支払いが完了したとみなされる。 

(3) 国際協会の承認を得ないクラブ・チャーター申請に対しては、US$100 の

手数料が徴収される。 

 

ハ. チャーターメンバー数 

ライオンズクラブのチャーター承認後 90 日以内に入会した全ての会員がチャータ

ーメンバーと見なされる。ただしこの 90 日の期間内にチャーターメンバーが国際

協会に報告され、かつ納入金が速やかに支払われることが条件である。未払金のあ

るクラブは、現存の活動停止方針に従う。 

 

ニ. 新クラブのスポンサー 

a. すべての新クラブは、複合地区会則及び付則の規定に従って、クラブ、ゾーン、

リジョン、地区キャビネット、あるいは地区委員会によってスポンサーされな

ければならない。新クラブのスポンサーは、クラブが存在する地区の境界線内

から出るものとする。新クラブのスポンサーは、その責任について十分に説明

を受けるものとする。スポンサー・クラブは、所属地区の地区ガバナーの承認

に基づいて、一つ又はそれ以上の共同スポンサー・クラブの助力を受けること
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ができる。共同スポンサー・クラブは、他の地区から来ても良い。新しい国で

のクラブ結成の場合には、コーディネーター・ライオンが助力する。 

b. 新しい地域の最初のクラブは、ライオンズクラブ及び(又は) その地区にスポン

サーされなければならない。その後追加される各新クラブについては、地区に

属さないその地域が暫定地区を編成するまでの間、最初のスポンサー地区内の

ライオンズクラブがスポンサーを務めることができるほか、有資格のガイディ

ング･ライオン任命を含むスポンサーとしての全責任を承知することを条件に、

別の地区のライオンズクラブもスポンサーを務めることができる。特別な事情

があると理事会又は執行委員会が判断した場合、地区に属さない地域のクラブ

をスポンサー・クラブにすることができる。これら特別な事情の下に 

 

新クラブを承認するための基準 

 

(1) 既存の地区に属するライオンズクラブには、予定されるクラブに地理的に

近いクラブが他にない場合。 

(2) スポンサーとなることに伴って経済的責任を負う必要が起こるかもしれ

ないが故に、地区に属するクラブの中にスポンサーになるクラブがいない

場合。 

(3) スポンサーになる予定のクラブ会員たちが、予定される新クラブ及びその

会員たちと個人的な深いつながりを持っている場合。 

(4) 地区に属するクラブがライオニズムを推進できないか推進を拒否してい

るため、地区に属さないスポンサー・クラブの経済援助が、新地域でライ

オンズ会員を増やすための唯一の方法である場合。ただし、チャーター費

だけに限られる。 

c. ライオンズ紋章が刺繍され、クラブ旗に付けることができる「新クラブ・スポ

ンサー」パッチが、スポンサー・クラブに交付される。 

 

ホ. クラブ名 

a. 新クラブの名前には、そのクラブが存在する自治都市又はこれと同等の政府行

政区分の名を使わなければならない。「自治都市」とは、市、町、村、県、郡な

ど正式な政府単位である。新クラブが自治都市内に存在しない場合には、その

クラブが存在する公式政府単位の名称で、最も適切かつその地で識別できる名

称を使う。ただし、会員拡大委員会の投票により承認された場合にはこの限り

ではない。 

b. 同じ「自治都市」又は同等の政府行政区分に複数のクラブが存在する場合に用
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いる「区別するための名称」は、同じ「自治都市」又は同等の政府行政区分に

ある他のクラブとは別に、はっきりと識別できるような名前であれば何を使っ

てもよい。区別するための名称は、自治都市名の後に括弧で区別して、協会の

正式な記録に記入される。 

c. 「ホスト・クラブ」という言葉は、その自治都市の親クラブを認める名誉なタ

イトルである。その他の特別な特典又は特権は伴わない。 

d. ライオンズクラブの名称には、ライオンズクラブ国際協会の会⻑を務めた者以

外、現存者の名前を使ってはならない。 

e. いかなるライオンズクラブも、その名称に「International (国際)」を付け加え

ることはできない。 

f. ライオンズクラブを区別するための名称として、「レオ」という言葉を付け加え

られる。 

g. ライオンズクラブの名称に企業名を含める場合には、当該企業がクラブの命名

に関連して企業名の使用を認可することを証明する手紙あるいは書類が、企業

名を含むクラブ名の承認に先立ち、提出されなければならない（例えば、社用

箋を用いての企業代表からの文書） 

 

ヘ. クラブ境界線 

クラブの境界線は、クラブが存在する自治都市又は同等の政府行政区分の境界線と

同じもの、あるいは、地区ガバナーの管轄範囲にある単一地区、準地区、又は暫定

地区内とし、そのクラブが存在する複合地区及び（又は）地区の会則及び付則の規

定に従い、地区キャビネットの承認がなければならない。 

 

ト. チャーター承認日 

チャーター申請書が承認された日を、チャーター承認日とする。この年月日が、ク

ラブのチャーターと協会の公式記録に記入される。 

 

チ. チャーター 

a. ライオンズクラブ国際協会の会⻑及び幹事が、新クラブのチャーターに署名を

する。スポンサーのクラブ、地区キャビネット、又は地区委員会の名も、記入

される。 

b. 新クラブのチャーターは、地区ガバナー又はコーディネーター・ライオンに直

接送られる。地区に属さない新クラブのチャーターは、新クラブの会⻑に送ら

れる。 

c. チャーターナイトは、新クラブを国際協会の一員として地区内の他のクラブに
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知らせる式典であり、クラブ結成後 90 日以内に開催することが望ましい。 

 

リ. 会費 

チャーターメンバーは、氏名がスポンサー・ライオンズクラブ、コーディネーター・

ライオン及び国際協会に報告された月の翌月 1 日から、会費を支払う。新ライオン

ズクラブには、チャーターが締め切られた直ぐ後に、会費の請求書が送られる。 

 

ヌ. チャーター申請書の提出期限 

記入済みチャーター申請書が国際本部（米国イリノイ州オークブルック）に 6 月 20

日の業務終了時間までに提出された場合には、提出された年度内の結成分として処

理される。 

 

ル. 新クラブの存続保証 

a. 1 会計年度内に 10 以上の新クラブを結成する地区は、第１副地区ガバナー、第

２副地区ガバナー、あるいはグローバル・アクション・チーム GMT エリアリ

ーダー/特別エリア・アドバイザーのいずれかの承認が追加で必要となる。チャ

ーター承認に先立ち、半期分の国際会費が納められなければならない。 

b. 地区が 1 会計年度に結成できるキャンパスクラブは 3つまでとし、入会する学

生会員は合計 100 人とする。この数を上回るキャンパスクラブの結成又は学生

会員については、会員拡大委員会の承認が必要となる。結成の目的上、キャン

パスクラブとは 5 人以上の学生会員が入会するクラブであると定義される。 

c. ライオンズクラブ国際協会が過去に学生会員プログラムの不正使用を発見した

ことがあり、かつ学生会員が会員総数の 5%以上を占める地区は全て、以下の対

象となる。 

(1) その地区内の全てのキャンパスクラブは、学生会員の正真性確認が行われて

いる間、ステータスクオ処分とされる。この処分は、かかる確認について地

区に連絡が行われた日付から 45 日経過後直ちに行われる。 

(2) その地区において、学生会員が 25%以上を占める従来型クラブは全て、学

生会員の正真性確認が行われている間、ステータスクオ処分とされる。この

処分は、かかる確認について地区に連絡が行われた日付から 45 日経過後直

ちに行われる。 
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現在、ゾーン・チェアパーソンとの日程調整を行っており

変更となる可能性があります。

リジョン・ゾーン

8月18日 午後 火 ２Ｒ１Ｚ

8月21日 午前 金 １Ｒ１Ｚ

8月21日 午後 金 １Ｒ３Ｚ

8月28日 午前 金 ２Ｒ２Ｚ

8月28日 午後 金 ３Ｒ１Ｚ

8月29日 午後 土 ４Ｒ２Ｚ

9月4日 午前 金 ５Ｒ１Ｚ

9月4日 午後 金 ５Ｒ２Ｚ

9月5日 午前 土 ３Ｒ２Ｚ

9月5日 午後 土 ４Ｒ１Ｚ

9月6日 午後 日 １Ｒ２Ｚ

2026-2027年度 ガバナー公式訪問スケジュール(案)

日 程
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2026-2027 年度  クラブ周年行事予定表(案) 

 

R Z クラブ 周年数 開催予定日 

1 1 日立 65 未定 

1 1 高萩 60 未定 

1 2 那珂湊 60 未定 

2 1 ⽔⼾南 50 2026 年 10 月 8 日 

2 2 鉾田 50 2027 年 2 月 7 日 

3 1 石岡 60 2026 年 12 月 5 日 

3 1 常陸小川 50 未定 

3 2 しもつま 40 未定 

4 1 阿見 55 未定 

4 1 美浦 30 2027 年 5 月又は 6 月 

4 2 つくば OAK 20 2027 年 2 月 

5 1 龍ケ崎 60 2027 年 2 月 11 日 

5 2 茨城三和 45 未定 
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2026-2027 年度 333-E 地区年間行事(案) 
2026.5.22 現在 

年 月日 行事内容 場所 

2026 6/6(土) 次期ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ構成員・ｸﾗﾌﾞ 3 役研修会 ホテルクリスタルパレス 

 7/4(土)～6日(月) 第 108 回国際大会 香港 

 7/11(土) 第 1 回 CAB 運営会議 ワークプラザ勝田 

 7/25(土) 第 1 回 CAB 会議 ホテルクリスタルパレス 

 8/18(火) ガバナー公式訪問例会  ２Ｒ１Ｚ  

 8/21(金)     〃  １Ｒ１Ｚ・１Ｒ３Ｚ  

 8/28(金)     〃   ２Ｒ２Ｚ・３Ｒ１Ｒ  

 8/29(土)     〃       ４Ｒ２Ｚ  

 9/4(金)     〃  ５Ｒ１Ｚ・５Ｒ２Ｚ  

 9/5(土)     〃  ３Ｒ２Ｚ・４Ｒ１Ｚ  

 9/6(日)     〃       １Ｒ２Ｚ  

 9/12(土) WYPT 研修会  

 9/26(土) GMT・GET 研修会  

 10/10(土) 新人研修会  

 10/24(土) 第 2 回 CAB 運営会議  

 10/25(日) LCIF セミナー  

 11/7(土) 第 2 回 CAB 会議 ホテルクリスタルパレス 

 11/12(木)～15(日) 第 63 回 OSEAL フォーラム マレーシア・ペナン 

 11/21(土) 平和ポスターコンテスト表彰式 ホテルクリスタルパレス 

 12/5(土) 公認ガイディングライオンセミナー  

2027 1/21(木) 薬物乱用防止教育認定講師養成講座 ザ・ヒロサワ・シティ会館 

 1/30(土) 第 3 回 CAB 運営会議  

 2/13(土) 第 3 回 CAB 会議  

 3/11(木) アラートセミナー  

 4/3(土) 第 4 回 CAB 運営会議  

 4/17(土) 第 4 回 CAB 会議 ホテルクリスタルパレス 

 4/24(土) 地区年次大会前夜祭 ホテルクリスタルパレス 

 4/25(日) 地区年次大会 ひたちなか市文化会館 

 5/22(土) 複合地区年次大会前夜祭 水戸プラザホテル 

 5/23(日) 複合地区年次大会 ザ・ヒロサワ・シティ会館 

 7/2(金)～6日(火) 第 109 回国際大会 アメリカ・ワシントン D.C. 
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333-E 地区事業支援基金運用規則 
 

① 当基金使用目的は LCIF の交付金事業に限る。 

 

② 当基金のキャビネット負担支出額は各クラブ一事業負担額の 80％とし、上限は 100 万とす

る。 

  例：カンボジア小学校建設費 

  総 額    ２，０００，０００円 

  ＬＣＩＦより １，０００，０００円 

 

A クラブ拠出金５００，０００円 キャビネット負担 ４００，０００円（80％） 

                A クラブ負担   １００，０００円 

 

B クラブ拠出金５００，０００円 キャビネット負担 ４００，０００円（80％） 

                B クラブ負担   １００，０００円 

                                        

計  ２，０００，０００円 

 

③ 当基金交付申請は、LCIF 交付金事業申請を一事業２クラブ以上が申請し、LCIF 交付金

が決定したのち 333-E 地区キャビネットに事業支援基金交付申請を行う。 

 

④ 当基金の運用は下記の役員によって決定する。 

 地区ガバナー 

第１副地区ガバナー 

第２副地区ガバナー 

 キャビネット幹事 

キャビネット会計 

 LCIF地区委員⻑ 
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333-E 地区 内規慶弔見舞規定 

 

1. クラブ会⻑・クラブ幹事は、慶弔に該当する事項が発⽣した時は、速やかに担当ゾーン・チ

ェアパーソンに連絡する。 

 

2. 慶弔に該当する事項がゾーン内に発生した時は、担当ゾーン・チェアパーソンは、速やかに

キャビネット事務局に連絡する。 

 

3. クラブ会員（正会員・支部会員）が死去した時は、弔旗および香料１０，０００円を贈る。 

 

4. クラブ会員（正会員・支部会員）による献眼・献腎・献体が発生した場合、その行為を称

え、花輪又は生花を贈る。 
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ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 
地区緊急災害対策本部規則 

 

前 文 

 

原則として災害が発生した場合、直ちに地区緊急災害対策本部を設置し、会員安否と被災

地の被害状況を速やかに確認し、インターネット等、通信インフラを駆使し、災害対策等

の初動体制が速やかに起こせるように体制を設置する。また、必要と認めるときは、地域

住民並びに被災地の会員等を支援するための地区緊急災害支援センターを立ち上げ、被災

地の各クラブとの連携が図られ適正かつ迅速に支援できる体制を確立したい。 

 

 

第１章 総則 

 

第1条 （名称） 

この規則は、地区緊急災害対策本部（以下「地区対策本部」という）規則と称す

る。 

 

第2条 （事務所） 

この地区対策本部の事務所は、ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区（以下「地

区」という）キャビネット事務局内に置く。 

 

第3条 （目的） 

この規則は、災害発生時、速やかに必要な体制を確立するための基本事項を定

め、総合的かつ計画的な体制の策定及びその推進を図ることを目的とする。 

 

第4条 （組織） 

1項 地区対策本部の本部長は地区ガバナーをもって充てる。 

2項 地区対策本部の副本部長は、第 1副地区ガバナー及び第 2副地区ガバナーとし、

本部長は被災もしくは正当な事由により職務遂行できない場合はその職務を代行

する。 

3項 地区対策本部の、委員は地区アラート委員長がその任にあたる。 

4項 本部長は、専門知識を必要とする場合、特別委員を任命することができる。 

 

第5条 （地区対策本部の責務） 

地区対策本部は、地区内市町村における災害が発生した場合において、災害管轄

のゾーン・チェアパーソンを監督するとともに、災害対策に必要なあらゆる事務

及び業務の遂行とその総合調整を行い、万全の措置を講ずる責務を有する。 

 

第6条 （ゾーンの責務） 

1項 災害管轄のゾーン・チェアパーソンは、当該ゾーン内のクラブとの総合調整を行

う責務を有する。 

2項 災害管轄のゾーン・チェアパーソンは、当該ゾーン内の各クラブと相互協力でき

るように調整を図るため、当該ゾーン内の緊急災害対策調整会議（以下「調整会

議」という）を開き、その結果を地区対策本部に報告を行う。 
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第7条 （クラブ緊急災害対策本部の責務） 

各クラブは、当該市町村における災害が発生した場合において、災害支援を行う

必要があると認めるときは、クラブ緊急災害対策本部（以下「クラブ対策本部」

という）を設置し、的確かつ迅速に支援活動を行う。 

 

第8条 （緊急援助資金残高） 

1項 地区緊急援助資金規定により、資金残高は常時 1,000 万円以上を確保する。 

2項 災害発生時、被災地へ緊急援助資金として支出し、本条 1項残高が確保できない

事態になり、キャビネット会議にて提議、承認された場合、緊急災害対策本部長

（地区ガバナー）は各クラブ、メンバーに対し、緊急援助資金を規模に応じて調

達し、その填補は会員から徴収する。 

 

 

第２章 地区緊急災害支援センター 

 

第9条 （地区緊急災害支援センター） 

1項 本部長は、必要と認めるときは地区対策本部に地区緊急災害支援センター 

（以下「支援センター」という）を設置する事ができる。 

2項 支援センターの組織構成は以下の通りとする。 

・ 支援センター委員長は、本部長が就任し、地区対策本部長職と兼務する 

・ 副委員長に第 1 副地区ガバナー、第 2 副地区ガバナー 

・ 委員に地区ガバナーが所属するゾーン・チェアパーソン、地区 LCIF、 

アラート各委員長 

・ 事務局長にキャビネット幹事 

・ 会計にキャビネット会計 

・ 特別委員に前地区ガバナー 

3項 支援センターは、あらゆる情報を得て、その災害規模に応じて支援を行う。 

4項 支援センター会議において、支援金（緊急援助資金）の配分を決め支援する。 

5項 支援センターは、具体的な運用についてはマニュアルを作成し実行規範とし。日頃よ

り準備を行う。 

 

第10条 （資金の調達） 

地区緊急援助資金から、災害規模に応じた資金を調達する。またクラブ及び会員

並びに地域社会の個人、団体その他の人々からの寄附金、義援金等を受けて調達

する。 

 

第11条 （表彰） 

資金の調達に功労のあったクラブ、個人、団体等に対し表彰及び感謝の意を表すこ

とができる。 
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第３章 会計 

 

第12条 （会計処理） 

1項 地区対策本部が設置されたとき、会計処理を明確にするため特別専用口座を開設

する。 

2項 支援センターの基本財源は、前 10 条（資金の調達）に基づき地区緊急援助資金か

らの立替金を充当する。LCIF からの入金や他地区クラブ、個人、団体等からの寄

付金、義援金等を財源とし、適正に入出金を管理する。 

 

第13条 （会計年度） 

会計年度は、地区対策本部が設置されたときから、年度末の６月３０ 日までとす

る。 

 

第14条 （収支報告） 

年度内の会計収支報告を次年度第 2 回キャビネット会議までに報告とする。 

 

 

第４章 解散 

 

第15条 （解散及び引継ぎ） 

1項 地区緊急災害対策本部の存続期間については、災害時の終息年度末、又は本部長の

終息宣言をもって解散する。 

2項 災害時期や規模に応じて、当該年度をまたぐ場合、第 4 条に基づき組織を引き継

ぐものとする。 

 

3項 附 則 

（施行） 

この規則は、ライオンズクラブ国際協会 333-Ｅ地区 2019-2020 年度第 1 回キャビネット会

議決議のあった日に公布され、2019 年 7 月 28 日から施行される。 
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ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

2026-2027 年度 地区緊急災害対策本部 組織図 

 

１．災害発生時 

 

地区緊急災害対策本部 

本部長 地区ガバナー 鈴木 光成 

副本部長 第 1副地区ガバナー 鈴木 孝昌 

副本部長 第 2副地区ガバナー 富島 純一 

委員 地区アラート委員長 今井 章人 

 

２．地区緊急災害支援センター【必要に応じて本部長（地区ガバナー）が招集できる】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

地区ガバナー 

鈴木 光成 

特別委員（大規模災害時） 

前地区ガバナー 

若林 純也 

副委員長 副委員長 

第 1副地区ガバナー 第２副地区ガバナー 

鈴木 孝昌 富島 純一 

委員 委員 委員 

地区ガバナー所属 ZC 地区 LCIF 委員長 地区アラート委員長 

清水 正建 高倉 美佳 今井 章人 

事務局長 

キャビネット幹事 

永井 雄一 

会計 

キャビネット会計 

森澤 吉大 
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ライオンズクラブ国際協会 333-Ｅ地区 

地区緊急災害対策本部規則 

＝運用マニュアル＝ 
 

はじめに 

災害発生に対し、地区緊急災害対策本部規則に基づき、地区緊急災害対策本部を設置し、速

やかな支援対応に当るものとする。 

 

緊急時の、即応と支援内容を確認するためにも、刻々と変化する情報収集と連絡体制が重要

なポイントで有り、キャビネットとクラブ及びメンバーとの日頃のインターネット通信を

広めることは必須である。 

大規模災害では電話回線が不通となり、情報収集はインターネットが基本となる。災害に備

えて、各クラブは行政との連絡がとれる体制を構築していく。 

 

 

■災害発生・組織の編成 

 

１．地区緊急災害対策本部  第 4 条（組織）を設置 

 

地区ガバナーは、下記のメンバーを収集し本部設置を宣言する。 

【本 部 長】地区ガバナー 

【副本部長】第 1副地区ガバナー 

【副本部長】第 2副地区ガバナー 

【委 員】地区アラート委員長 

尚、本部長は必要に応じて専門知識や被災地との関わり合いを持つ者を特別委員として組

織に加え、速やかに行動できる体制（地区緊急災害支援センター）を造る。 

＊当該本部の実務的役割として、地区外からの対応や訪問の外交的窓口となる。 

＊本部設置について、事務局に集まる事が困難な場合は、電話、メール、インターネット等

による連絡でお互いに確認しあい、本部長（地区ガバナー）宣言のもと、本部設置を宣言、

また終息宣言する。 

 

2．地区緊急災害支援センター 上記メンバーにより地区緊急災害対策本部第 9条を設置 

 

地区緊急災害支援センター（以下「支援センター」という）は、地区ガバナーを委員長とし、

支援センターを設ける。 

 

委員長 地区ガバナー 

副委員長 第 1副地区ガバナー 

副委員長 第 2副地区ガバナー 

委 員 地区ガバナーが所属するＺＣ 

委 員 地区ＬＣＩＦ委員長 

委 員 地区アラート委員長 

事務局長 キャビネット幹事 

会 計 キャビネット会計 

特別委員【大規模災害時】 前地区ガバナー 

※大規模災害時、委員長は特別委員として前地区ガバナーを招集する事が出来る。 

- 84 -



※収束が年度をまたぐ場合、前年度キャビネット幹事、前年度キャビネット会計は留任す

る。 

※委員長（地区ガバナー）が必要と認めた者を委員に加えることができる。 

 

 

■ 地区内にて災害発生時 

 

被災した地域のクラブ会長は、地区ガ

バナー又は、地区アラート委員長に報

告する。 

行政などと連絡をとり、被害状況や規模などを報

告する。 

本部長（地区ガバナー）は 

地区緊急災害対策本部を設置し、支援

センターを設ける。 

本部長は、地区緊急災害支援センター会議を招集

し、支援について協議する。 

※大規模災害時は、上記メンバーに特別委員とし

て前地区ガバナーを招集する事が出来る。 

支援センターの役割 ① 被災地の要望を収集し、情報を共有化する。 

② 被災したクラブまた会員に対して支援を検討

し、実行する。 

③ 被災地域の状況に応じた支援を検討し、実行

する。 

 

■ 地区外にて災害発生時 

 

本部長（地区ガバナー）は 

地区緊急災害対策本部を設置し、支援

センターを設ける。 

本部長は、地区緊急災害支援センター会議を招集

し、支援について協議する。 

※大規模災害時は、上記メンバーに特別委員とし

て前地区ガバナーを招集する事が出来る。 

支援センターの役割 ① 被災地の要望を収集し、情報を共有化する。 

② 被災した地区に対し支援を検討する。 

③ 被災地域の状況に応じた支援に対して検討す

る。 

 

※その他の支援については、被災地への支援活動状況に応じて、支援センター会議にて協議

する。 

 

【組織の構成別紙 1参照】 

 

 

■地区緊急災害支援センターの情報提供 

 

支援センターは、支援を受けるクラブと支援するクラブの情報をインターネット（地区ホー

ムページ）やフェイスブック「災害掲示板 333-E 地区」に掲載する。 

インターネット情報の共有化により、クラブ・アクティビティとして双方間で責任を持って

連絡を取り合い円滑な支援を行う。 

 

１． 支援を受けるクラブ 

① 災害が起きたら、被災状況を地区ガバナー、または、地区アラート委員長に連絡する 

② 被害状況や、具体的な支援方法をインターネット、フェイスブック「災害掲示板 333-

Ｅ地区」に掲示する 
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③ 現状報告と支援要請（例） 

・○Ｒ○Ｚ○○クラブ    氏名〇〇 〇〇 

・災害状況や規模の報告  （例・地震で家が半壊、怪我人、水が出ない、等） 

・どんな支援が必要か？  （例・水、食料、毛布、衣類、薬、ボランティア要請、等） 

・地域行政の対応状況？  （例・行政での対策本部の設置か？ 行政支援状況は？） 

 

※クラブ発信や支援センターからの情報は、インターネット、フェイスブック「災害掲示板

333-Ｅ地区」に掲載する。刻々と変わりゆく支援情報はリアルタイムな情報のやり取りが必

要である。 

 

 

２． 支援するクラブ 

掲載されたインターネット情報、フェイスブック「災害掲示板 333-E 地区」により、迅速な

クラブ支援体制を図る。 

 

 

■支援センター会議での審議 

 

○支援策の審議 

・被災した地区内クラブまた会員への支援策を検討 

・他地区の大規模災害支援策を検討 

・ボランティアや物資支援等の支援の検討 

 

 

■資金の調達と表彰「地区緊急対策本部規則」を引用 

 

○地区緊急援助資金から、規模に応じて調達し、その補填は会員から徴収する。 

○各チャリティーや街頭募金などを「支援センターが定めた口座」に資金協力したクラブ・

個人には規定により感謝状を贈呈する事が出来る。 

 

【表彰に関する規定 別紙 2参照】 

 

 

■クラブにおける日頃からの準備と対応 

 

１．クラブにおいて、アラート委員会を設ける。 

尚、会員安否など、急務な対応が求められる事から、アラート委員長には会長が兼務す

ることが望ましいが強制はしない。 

２．委員は災害情報を得られる人材である事が望ましく、インターネット情報により即行動

に移せる環境を整えて置く。 

３．災害支援情報をキャッチし、遅くとも一週間以内には支援手配が完了する迅速なる行動

体制が望ましい。 

 

【クラブ内規の見本 別紙 3参照】 

 

■被災クラブの対応 

 

○奉仕活動が迅速に受けられるように、奉仕実行班（グループ）を形成する。 
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１．【連絡班】行政機関及び地区緊急支援対策本部、ＮＰＯ等の連絡 

２．【作業班】支援物資運搬・保管・仕分作業 

３．【誘導班】復興ボランディアの誘導 

 

 

■ゾーン緊急災害対策調整会議開催と報告 

 

１．大規模災害時には、被災管轄ゾーン・チェアパーソンが被災ゾーン内の各クラブ会長ま

たは代理を収集し、ゾーン緊急災害対策調整会議を開催する。 

２．被災地クラブでは、クラブ対応（奉仕実行班）が出来ない事を考慮し、ゾーン内で相互

応援し合いチームワークがとれるように被災管轄ゾーン・チェアパーソンが調整会議

でまとめる。 

３．ゾーン・チェアパーソンは、その報告を地区緊急災害対策本部長（地区ガバナー）に 

  報告する。 

 

 

別紙 1 
組織の構成は「地区緊急災害対策本部規則」「組織図」の通り。 

 

※本部長は、必要に応じて専門知識や被災地との関わり合いを持つ者を特別委員として組

織に加え、即戦力として機動力を発揮できる体制を作る。 

 

 

※収束が年度をまたぐ場合、前年度キャビネット幹部、前年度キャビネット会計は留任す

る。 

 

※委員長（地区ガバナー）が必要と認めた者を委員に加えることができる。 

 

※年度毎に担当する役員氏名が入れ替わる。 

 

 

別紙 2 
■表彰に関する規定 

地区緊急災害支援センター第 10 条(資金の調達)の目的に賛同し、支援センターを経由して

資金協力したクラブもしくは個人に対し、資金協力額に応じて感謝状等を贈呈する。 

 

表彰内容：30 万円以上資金協力したクラブもしくは個人 

 

 

別紙 3 
■クラブ会則（内規）の見本 

（記載例） 

第○○条アラート委員会と委員の権限 

 

当クラブは、災害支援を行う場合、迅速な対応を行えるようアラート委員会を設け、日頃よ

り情報の収集に気配りを行い、いざ災害への要求が求められた場合、理事会を通さず会長承

認の下、アラート委員の権限の範囲内で支援できるものとする。 
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権限の範囲内とはクラブ年度予算計上の範囲内とする。それ以外は理事会で議決され、例会

の承認を得るものとする。 

 

 

別紙 4 

地区緊急災害対策本部設置役割イメージ 

 

地区緊急災害対策本部・地区緊急災害支援センターの設置 

・本部は、地区内の状況を掌握し、地区内外との総合的な窓口となる。 

・本部は、支援センターを設置し支援体制を確立し、状況に合わせて迅速なる行動判断を下

す。 

 

 

 

 

被災ゾーン緊急災害対策調整会議の役割 

ゾーン内のクラブ間において円滑に支援活動ができるように調整を図る クラブ会長及び

各クラブアラート委員長との調整会議を開き、円滑な支援協力を得る。 

 

 

 

 

被災クラブの役割 

被災状況など情報発信を行う。 

被災クラブは実働部隊として行動するので、迅速に支援が受けられるように、班体制を作

る。 

【連絡班】本部、ゾーン、行政及びＮＰＯ等の連絡 

【作業班】支援物資運搬・保管・仕分作業 

【誘導班】復興ボランティアの誘導 

それぞれ役割をもって行う必要がある。 

 

※様々な状況を踏まえ、スムーズな行動を開始するため、事前にシミュレーションをしてお

く 
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ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区内規 

緊急援助資金規程 

 

1. 目 的 

緊急災害その他これに類する事項の応急的援助のため、１９９１年７月１日現在５０万円

をもって、『緊急援助資金』（以下、「資金」という）を設ける。 

2. 資金の調達 

① 積立金を充当し、資金から生ずる利息は資金に繰り入れる。 

② その他の収入 

3. 資金の残高 

資金の残高は、常時１，０００万円以上を確保する。 

4. 援助の対象 

援助の対象は、災害救助法を適用された 333-E 地区内の災害及びこれに準ずる国内、海外

の災害並びに緊急に資金を要する事態のうちから、緊急援助資金委員会（以下、「委員会」

という）の決議に採択する。 

5. 委員会の構成 

委員会は地区ガバナー、第 1 副地区ガバナー、第 2 副地区ガバナー、キャビネット幹事、

キャビネット会計及びキャビネット所在地ゾーン・チェアパーソンをもって構成する。 

6. 運 用 

① 援助の発案は、地区ガバナーが行う。 

② 援助にあたっては、全委員の３分の２以上の賛成を要する。但し、必要に応じて電話、

ＦＡＸ、Ｅメールによって決定し、事後、文書でそれを確認することが出来る。 

③ 援助の額及び援助の方法は、その都度決定する。 

④ 援助を受けた地区のゾーン・チェアパーソンは、速やかにその使途を報告する。 

7. 監 査 

委員会は、複合地区会則２４条第４項に準じて、この資金の監査を受け、期末における残

高は、次期委員会に速やかに引き継ぐものとする。 

8. 施行及び改廃 

この規定は、1991 年 7 月 1 日から施行し、以降、333-E 地区年次大会に出席し、投票した

代議員の 3 分の 2 以上の賛成投票によって改廃することができる。 

 

2001 年 4 月 28 日 第 47 回 333-B 地区年次大会において一部改正 

2002 年 5 月 11 日 第 48 回 333-B 地区年次大会において一部改正 

2008 年 4 月 27 日 第 54 回 333-E 地区年次大会において一部改正 

2011 年 5 月 07 日 第 57 回 333-E 地区年次大会において一部改正 
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ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

災害対応マニュアル 
 

 

 

 

 

いはじめに                     

 

この災害対応マニュアルは、集中豪雨による土砂災害・浸水被害、そして地震等によ

る災害を想定して作成しました。これまで⻑年に渡り⼤災害といわれるものは 100 年

に１度といわれておりましたが、近年は東日本大震災をはじめとした大地震による災害

や地球温暖化の影響とみられる豪雨災害が毎年のように各地で発生しておりまます。 

災害は忘れた頃にやってくるのではなく、自分の暮らす地域でも必ず発生するとの意

識をもち、災害に対して常に備える必要があると考えます。 

333-E 地区でも「地区緊急災害対策本部規則」並びに「運用マニュアル」により、災

害発生時の行動規範が示されておりますが、より迅速に対応するためにこの「災害対応

マニュアル」を作成しました。 

このマニュアルが絵に描いた餅にさせないため、災害発生時に迅速に実践に移せるよ

う高い意識を持ち、定期的にシミュレーションしていくことが大切です。 

 また災害対応のあり方は、社会の状況や時代とともに変わってゆくことですので、こ

のマニュアルも随時見直しを重ねることで、より充実したものへと進化させてゆきまし

ょう。 

 

 

 

 

 

ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 

2024-2025 年度 環境保全･マーケティング･ＰＲ･ＩＴ･アラート委員会 
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災災害発生時の対応                

 

災害発生時には次の内容を検討することが必要です。 

 

 

１． 情報収集（災害場所の特定と状況の把握） 

２． 連絡方法の確立 

３． 支援の種類、方法の検討 

４． 実際の支援 

・支援物品集積・配送・提供 

・人的支援 

・金銭的支援 

 

 

 

1.情報収集                                 

１-１【被災クラブ】 

① クラブ内の被害状況調査 

◆クラブ会員及び家族の安否 → キャビネット事務局へ報告 

◆クラブ会員の企業の被災状況の確認 

 

② クラブ活動地域の被災状況調査 

◆地元自治体の災害担当部署および電話番号・担当者等の把握 

 (例)総務課等・社会福祉協議会、自治会 など 

◆避難所開設のある場合 

    ○避難所の名称・住所・連絡先・担当者等の把握 

    ○支援物品の調査・リスト作成、ゾーン・チェアパーソンへ報告 

      ゾーン・チェアパーソンはキャビネット事務局へ報告 

 

１-２ 【地区キャビネット】 

災害規模把握と支援体制作り 

 地区ガバナーは直ちに地区緊急対策本部（以下、対策本部）を招集、情報の収集を

行い、災害規模を次のレベル１・２・３に判別する。必要に応じて地区緊急災害支援

センター（以下、支援センター）を設置する。 
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レベル１＝災害発生地域が概ね一市町村内での災害 

レベル２＝災害発生地域が概ね数市町村にまたがるとなる災害 

レベル３＝災害発生地域がレベル２を超える広域に及ぶ災害 

 

※但し、災害の範囲に加え被害の状況により災害レベルを最終的に決定す

る 

 

 

災害レベル１の場合 

① 被災者支援窓口は原則として、被災地域のライオンズクラブ内に設置する。ク

ラブ事務局が被災した場合には、ゾーン・チェアパーソンの判断により代替と

なる被災者支援窓口を設置する。 

② 責任者は、被災者支援窓口を設置したクラブの会長もしくはクラブが定めた担

当者とする。 

③ 所属リジョンのアラート委員は上記責任者、ゾーン・チェアパーソンと連絡を

密にし、支援行動をとる。（対策本部への報告を含む） 

④ 責任者は支援物品受け入れ場所（集積場所）の確保と必要な物品の情報発信を

行う。 

⑤ 被災者支援窓口を設置したクラブ又は責任者名義の支援金受入口座を開設し、

迅速な告知を行う。（年度毎にキャビネット事務局へ収支報告を行う）  

※原則としてキャビネット事務局では口座を開設しない。 

 

災害レベル２の場合 

① 被災者支援窓口は対策本部（支援センターが設置された場合は支援センター）

とする。 

② 被災地域のゾーン・チェアパーソンはゾーン内の被災状況を地元クラブから聞

き取り調査し、キャビネット幹事に報告する。 

③ 被災地域のゾーン・チェアパーソンが被災し、統括が困難な場合は近隣のゾー

ン・チェアパーソンが代理を務める。（対策本部が依頼） 

④ 社会福祉協議会との連携により、被災状況やボランティアセンター開設情報を

収集する。 

⑤ 対策本部（または支援センター）は、LCIF 緊急援助交付金申請の有無を早急に

判断し、必要と判断した時は直ちに申請を行う。（災害発生から 30 日以内） 

⑥ キャビネット会計はキャビネット事務局名義の支援金口座を開設し、義援金の

募集の迅速な告知を行う。 

⑦ 支援金の支出は、対策本部（または支援センター）の承認を得なければならな

い。 

⑧ 対策本部（または支援センター）の指示により地区アラート委員会は支援の役

割を担う。 
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災害レベル３の場合 

① 支援体制はレベル２以上と判断した場合を踏襲する。 

② 対策本部（または支援センター）は 333 複合地区、（一社）日本ライオンズと調

整を行い地区に反映する。 

 

 

２．連絡方法の確立                            

２-１【情報伝達手順】 

1. 活動地域において災害が発生したクラブはクラブ会長または幹事名にてゾー

ン・チェアパーソン → キャビネット幹事 → 地区ガバナーに状況報告

ならびに連絡担当者等を伝達し必要な物品、応援等があればあわせて要請す

る。 

※報告者本人が被災し連絡が困難な場合は、その方を割愛して次順位へ報告す

る。 

 

 

 災害発生時を想定し、年度当初に連絡網を構築しておく。 

 ゾーン・チェアパーソンは所属リジョンのアラート委員、キャビネット副幹事、

クラブ役員から構成する災害連絡体制を確立する。 

 地区キャビネット、ゾーン・チェアパーソン、地区アラート委員間で定期的なシ

ミュレーション（訓練）が必要。 

 情報共有、一元化を図るために、ＬＩＮＥ等の利用を検討する。 

 

 

２-２【ＬＩＮＥグループによる情報共有】 
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３．支援・受援の種類・方法の検討               

被災地の状況に応じた支援・受援の種類や方法の検討を行う。 

 

３-１支援物品の提供、受入 

・被災地のニーズに対応した物品を提供 

・会員企業の倉庫等を物品の保管庫として使用 

 ・状況にあわせた受援物資の管理および精査 

など 

 

３-２ 人的支援 

・ボランティアの派遣（炊き出し、清掃片付け作業等） 

  ・状況にあわせたボランティア受入体制の精査 

など 

 

３-３ 金銭的支援 

・333-E 地区内クラブより会員数に応じた支援金の集金（地区キャビネット） 

・地区内・地区外の個人・法人・ライオンズクラブから支援金受付 

・ホームページやＳＮＳを活用し、開設した支援金受付口座の迅速な周知。 

 ・LCIF 交付金申請の検討 

など 

 

３-４ 被災地支援のフローチャート 

◆被災地の現地確認（道路状況・受入体制など） 

↓   ↓   ↓ 

◆被災地にて需要調査 

↓   ↓   ↓ 

◆支援内容の確定 対策本部（又は支援センター）にて 

↓   ↓   ↓ 

◆支援開始 人的支援 or 物品支援 or 金銭的支援 

※現地に赴く際の注意点・・・必ず「自己完結」の体制を整えること 

（食事・宿泊・トイレを含め全ての事を準備） 
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４．実際の支援・受援                    

４-１ 支援物品提供 

 災害発生時、被災地で必要とされる支援物品は日々変化していくため、適切・迅速に

支援を行うためには、最新情報を入手し、情報の共有を行う。 

 

４-１-１ 支援物品ニーズの把握 （社会福祉協議会と連絡を密にして行う） 

① 333-E 地区ホームページに災害対応ページを追加 

 

② 必要物品名の把握（被災者支援窓口より報告） 

・必要物品名と数量をホームページに掲載（情報はできるだけ頻繁に更新） 

・数量が十分に確保されている物品提供は断る決断も必要 

 

③ ライオンズクラブのネットワーク活用 

・地区内、地区外のクラブに対策本部を通して、支援の要請を行う 

 

４-１-２ 支援物品集積場所の確保 

① 支援物品集積場所の設置（クラブ会員企業の倉庫が望ましい） 

 

４-１-３ 支援物品の調達・運搬・搬送 

① 支援物品は支援物品集積場所で引き渡しが原則 

② 輸送手段が無い場合は宅配業者の使用も検討 

 

４-１-４ 地区外からの支援物品受け入れ 

① 原則として被災者支援窓口が連絡・受入を担当する 

② 物資搬送車両が通過する道路事情の把握および現地案内 

 

 

 

４-２ 人的支援のあり方 

 

４-２-１ 被災地域のクラブが破滅状態の際 

① 被災を免れた近隣クラブやゾーン(リジョン)で災害支援窓口を担う。 

② 被災したクラブやメンバーに対する援助を実施し、少しでも早くそのクラブが地

元での支援活動を再開できるようにする。（復興速度を速めるため） 
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４-２-２ 被災地に対する支援例 

① 食料・物資調達 （水・食品・衣服・日用品等の調達と配送等） 

② 資機材調達   （ブルーシート・軍手・スコップ・土嚢・熊手・発電機等） 

③ 運送・運搬   （軽自動車・トラック・小型バス等の運搬等） 

④ ボランティア  （ボランティアの配置・被災地での実働部隊） 

⑤ 炊き出し    （被災者・ボランティアへ現地での食事の手配等） 

⑥ 被災地ケア   （心と体のケア・・・癒しのマッサージ等） 

⑦ 通 訳     （日本語がわからない外国人への対応等） 

⑧ ペット救助   （被災地に放置されたペットの保護等） 

 

 

４-３ 金銭的支援 

 

４-３-１ 支援金の募集と口座開設 

① 災害レベルがレベル１の場合は、被災者支援窓口となったクラブが支援金口座を

開設し、キャビネット事務局へ通知する。また、年度毎にキャビネット事務局へ

収支報告を行う。 

② 災害レベルが２及び３の場合は、キャビネット会計が支援金口座を開設、口座の

情報をホームページに掲載し、半期毎に会計監査を受ける。 

③ 支援金を支出する際には、被災者支援窓口の責任者の了解を得ること。 

 

４-３-２ 地区緊急援助資金 

・333-E 地区では、1,000万円超の地区緊急援助資金を保有している。 

・地区緊急援助資金の支出は地区緊急援助資金規則によって決定される。 

 

４-３-３ ＬＣＩＦ災害援助交付金プログラムの活用 

ライオンズクラブ国際財団では、災害援助交付金プログラムあり、2025 年 1 月

の時点では、①防災準備交付金、②緊急援助交付金、③大災害援助交付金の３種類

の交付金が用意されている。 

交付金には、申請時期・金額・使途などに決まりがあり申請手続きもやや煩雑な

うえ、内容の見直しが行われる。 

対策本部（または支援センター）は被害の状況を迅速に把握し、交付金申請の有

無を判断しなければならない。 
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（配布） 

本マニュアルを配布する際には必ず、次の１～３を同胞することとする 

１．ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 地区緊急災害対策本部規則 

２．ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 地区緊急災害対策本部規則 ＝運用マニ 

ュアル＝ 

３．ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 地区緊急援助資金規則 

 

 

（運用） 

このマニュアルは、ライオンズクラブ国際協会 333-E 地区 2024-2025年度 第 3回キャ

ビネット会議で決議され、333-E 地区内クラブ事務局へ配信を完了した時より運用を開

始する。 
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所 属 333-E地区 1R2Z 勝田ライオンズクラブ

生 年 月 日 1970年8月9日

現 住 所 〒312-0032  茨城県ひたちなか市津田2863-1

家 族 構 成 妻・⻑⼥・次⼥・⻑男・次男・三⼥・三男・四⼥

職 業 ・ 役 職 （株）鈴木建築板金 代表取締役

趣 味 ドライブ・旅行

⽔⼾短期⼤学付属⾼等学校

1989年 3月 （株）鈴木建築板金 入社

2007年 5月 （株）鈴⽊建築板⾦ 代表取締役社⻑就任

2002年 8月 勝田ライオンズクラブ入会

2014年〜2015年 クラブ会⻑（第51代）

2003年〜2021年 クラブ理事

2015年〜2016年 GLT・⻘少年アカデミー副委員⻑

2016年〜2017年 GLT・⻘少年アカデミー委員⻑

2017年〜2018年 GLT・⻘少年アカデミー委員会相談役

2020年〜2021年  GSTコーディネーター

2023年〜2024年  1R2Zゾーンチェアパーソン

2024年〜2025年  第2副地区ガバナー

2025年〜  第1副地区ガバナー

メルビンジョーンズフェロー賞 20回

地区ガバナー賞 2回

〈ライオン歴〉

〈ライオンズ関連受賞歴〉

地区ガバナーエレクト紹介

L 鈴木 光成 （すずき みつなり）

〈最 終 学 歴〉

〈職   歴〉
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2026-2027 年度 キャビネット幹事・会計予定者経歴書 

  幹  事 会  計 

氏名 

 

永井
な が い

 雄一
ゆういち

 

 

森澤
もりさわ

 吉大
よしひろ

 

生年月日 

（⻄暦） 
1970 年 8 月 1 日 1975 年 6 月 2 日 

所属クラブ 勝田ライオンズクラブ 勝田ライオンズクラブ 

電話 029-212-3901 029-219-6412 

FAX 029-212-3902 029-219-6413 

携帯電話 090-3080-9283 090-9960-7540 

職業業種 建設業 IT・通信サービス業 

勤務先名 (株) アーティス 代表取締役 （株）ネットクロス 代表取締役 

ライオン歴 

2012 年    クラブ入会 

2014-2015  クラブ会計 

2015-2016  CAB 構成員 

（⻘少年アカデミー実⾏委員） 

2016-2017  CAB 構成員 

（⻘少年アカデミー副委員⻑） 

2017-2018  クラブ会⻑ 

2023-2024  地区役員 

（FWT 委員） 

2024-2025  CAB 副幹事 

2025-2026  CAB 副幹事 

2016 年     クラブ入会 

2018-2019  クラブ会計 

2019-2020  クラブ幹事 

2021-2022  クラブ幹事 

2023-2024  クラブ会⻑ 

2025-2026  CAB 副幹事 
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       333-E地区 ライオンズクラブの現況

1．世界のライオンズ（2026年3月31日現在）

2．日本のライオンズ（2026年3月31日現在）

3．333複合地区（2026年3月31日現在）

4．333-E地区（2026年3月31日現在）

リジョン ゾーン クラブ数 3月末

1 6 173

2 5 194

3 4 140

1 7 321

2 6 484

3 1 8 191

1 4 216

2 4 259

1 3 97

2 5 202

1 3 93

2 6 237

計 14 78 3,477

※（ ）カッコ内、○…クラブ支部あり

会員数

1,390,842

クラブ数

2,671

会員数

92,061

国または領域

200以上

クラブ数

50,192

クラブ数 会員数

68

46

97

合計

78

332

2,759

1,185

2,532

1,625

3,477

11,578

43

333-A（新潟）

333-B（栃木）

333-C（千葉）

333-D（群馬）

333-E（茨城）

大洗・鹿島・鉾田・潮来・神栖・行方
2

石岡・八郷・美野里・常陸小川・茨城ひぬま・岩間・笠間・内原

⽔⼾・⽔⼾葵(○)・⽔⼾⻄・⽔⼾東・⽔⼾南・⽔⼾北・⽔⼾チアフル(○)

クラブ名

日立・高萩・日立中央・日立桜(○)・日立きらら・北茨城桜

勝田・那珂湊・東海・勝田グリーン・ひたちなかベスト

常陸太田・常陸大宮・那珂(○)・常陸大子

1

茨城⼋千代・下館巴・しもつま・下館シニア・筑⻄
6

古河・総和・茨城三和

岩井(○)・石下・水海道・茨城境(○)・つくばみらい・ごか

18クラブ支部を含む人数

7

50092

4

岩瀬・真壁・常陸大和

土浦SORA(○)

筑波・つくば中央(○)・つくば⻄(○)・つくばOAK(○)・つくばアウル

龍ケ崎・江⼾崎・⽜久茎崎(○)・⻯ケ崎ききょう

取手・守谷・取手大利根・取手中央
5

1 8 370

つくば紫峰・つくばHOPE・筑波ヤング・筑波グローバルガンズ

⼟浦・⼟浦⻲城・阿⾒・⼟浦環・⼟浦北(○)・美浦・霞ヶ浦(○)・
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略語 スペル 訳 備考

CAB Cabinet キャビネット

CC Council Chairperson 協議会議⻑

CQI Club Quality Initiative クラブ活性化計画

CM Charter Member チャーター・メンバー クラブ結成時メンバー

CN Charter Night チャーターナイト 認証状伝達式

DC District Chairperson 地区委員⻑

DG District Governor 地区ガバナー

DGE District Governor-Elect 地区ガバナーエレクト

DIST District 地区

EXT Extension 拡張・拡大 新クラブ結成

FVDG First Vice District Governor 第1副地区ガバナー

GAT Global Action Team グローバル・アクション・チーム

GET Global Extension Team グローバル・エクステンション・チーム

GLT Grobal Leadership Team グローバル指導力育成チーム

GMA Global Membership Approach グローバル・メンバーシップ・アプローチ

GMT Grobal Membership Team グローバル会員増強チーム

GST Grobal Service Team グローバル奉仕チーム

ID International Director 国際理事

IP International President 国際会⻑

IT Information Technology 情報技術

LC Lions Club ライオンズクラブ

LCI Lions Clubs International ライオンズクラブ国際協会

LCIF Lions Clubs International Foundation ライオンズクラブ国際財団

LEO Leadership Experience Opportunity 指導力 経験 機会

LQ Lions Quest ライオンズクエスト

MD Multiple District 複合地区

MJF Melvin Jones Fellow メルビン ジョーンズ フェロー

OSEAL Forum Orient and Southeast Asian Lions Forum 東洋東南アジア・フォーラム

PCC Past Council Chairperson 元協議会議⻑

PDG Past District Governor 元地区ガバナー

PID Past International Director 元国際理事

PIP Past International President 元国際会⻑

PR Public Relation 広報

R Region リジョン

SD Sub-District 準地区（地区）

SVDG Second Vice District Governor 第2副地区ガバナー

TT Tail Twister テール・ツイスター

WYPT Women&Young People Team 女性及び若手会員チーム

YCE Youth Camps and Exchange ユースキャンプ及び交換留学

Z Zone ゾーン

ZC Zone Chairperson ゾーン・チェアパーソン

ライオンズクラブで使用している略語

- 102 -



ヘボン式ローマ字綴⽅表

ア A イ I ウ U エ E オ O
カ KA キ KI ク KU ケ KE コ KO
サ SA シ SHI ス SU セ SE ソ SO
タ TA チ CHI ツ TSU テ TE ト TO
ナ NA ニ NI ヌ NU ネ NE ノ NO
ハ HA ヒ HI フ FU ヘ HE ホ HO
マ MA ミ MI ム MU メ ME モ MO
ヤ YA ユ YU ヨ YO
ラ RA リ RI ル RU レ RE ロ RO
ワ WA ヰ I ヱ E ヲ O
ン N(M)
ガ GA ギ GI グ GU ゲ GE ゴ GO
ザ ZA ジ JI ズ ZU ゼ ZE ゾ ZO
ダ DA ヂ JI ヅ ZU デ DE ド DO
バ BA ビ BI ブ BU ベ BE ボ BO
パ PA ピ PI プ PU ペ PE ポ PO

キャ KYA キュ KYU キョ KYO
シャ SHA シュ SHU ショ SHO
チャ CHA チュ CHU チョ CHO
ニャ NYA ニュ NYU ニョ NYO
ヒャ HYA ヒュ HYU ヒョ HYO
ミャ MYA ミュ MYU ミョ MYO
リャ RYA リュ RYU リョ RYO
ギャ GYA ギュ GYU ギョ GYO
ジャ JA ジュ JU ジョ JO
ビャ BYA ビュ BYU ビョ BYO
ピャ PYA ピュ PYU ピョ PYO

※参考
シェ SHIE チェ CHIE ティ TEI ニィ NII ニェ NIE
ファ FUA フィ FUI フェ FUE フォ FUO ジェ JIE
ディ DEI デュ DEYU ウィ UI ウェ UE ウォ UO
ヴァ BA ヴィ BI ヴ BU ヴェ BE ヴォ BO
ヴァ BUA ヴィ BUI ヴェ BUE ヴォ BUO

※注意 「ヴァ:VA」「ヴィ:VI」「ヴ:VU」「ヴェ:VE」「ヴォ:VO」は使⽤不可

【ヘボン式ローマ字表記へ変換する際の注意事項】

1. 撥⾳︓B、M、Pの前の「ん」は、NではなくMで表記します。
例︓難波（ナンバ）NAMBA、本間（ホンマ）HOMMA、三瓶（サンペイ）SAMPEI

2. 促⾳︓⼦⾳を重ねて表記します。
例︓服部（ハットリ）HATTORI、吉川（キッカワ）KIKKAWA

ただし、チ（CHI）、チャ（CHA）、チュ（CHU）、チョ（CHO）⾳の前には「T」を表記します。
例︓発地（ホッチ）HOTCHI、⼋丁（ハッチョウ）HATCHO

3. ⻑⾳︓OやUは記⼊しません。
※⻑⾳表記を希望する場合には、下記【ヘボン式によらないローマ字⽒名表記】を参照してください。

「―」を省略する場合
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キャビネット事務局の運営 

 

333複合地の歴史を紐解くと2005年にA地区の新潟県と群馬県が単県独立し、新潟県が333-A、群

馬県が333-Dになりました。さらに2007年の国際大会の閉会時をもちまして栃木県が333-B、我が

茨城県が新たに333-E地区として誕生になりました。 

 

キャビネット事務局としては、準地区のB地区(栃木県、茨城県）の頃、地区ガバナーが交代する

たびに事務局が移動し、開・閉局に伴うオーバーラップの期間が必要となり、事務員もその都度採

用となるため、事務能力の低下等が指摘されました。その後、茨城県が333-E地区になった2007年

からは地区ガバナーが所在する地域に「移動キャビネット事務局」として運営されておりましたが、

2014年7月に⽔⼾市に事務局が固定化されました。 

 

ライオンズクラブ国際協会333-E地区キャビネット事務局 

〒310-0803 ⽔⼾市城南3-4-25 

TEL 029-306-7750  FAX 029-306-7751 

ホームページアドレス  https://lc333-e.com 

 

 問い合わせ：⽉曜⽇〜⾦曜⽇ 9：00〜17：00 

 休   日：土・日曜・祝日 

 

キャビネット事務局では日々のメール対応を円滑に進めるため、内容に応じてメールの送付先

を分けさせていただいております。 

 

   報告関係（献血・薬物乱用防止教室・LCIF寄付報告書 等）→ report@lc333-e.com 

      会議・研修会等の出欠返信 → lions@lc333-e.com 

   YCE・平和ポスター事業 → yce@lc333-e.com 

   上記以外の問い合わせ 等 → info@lc333-e.com 

 

可能な限り、電話ではなくメールにてお問合せ・ご連絡をお願いいたします。 

（至急の連絡を除く） 

 

事務局職員の担当業務は、「キャビネットに関する事務的作業」のみです。 

地区委員会・地区委員からの依頼業務はキャビネット幹事の許可が必要です。 

また、クラブメンバーからの業務依頼は固くお断りします。 

 

キャビネットから発信されるメール文書や電話・FAX等による依頼については期日までに必ず

ご回答くださるよう、ご協力をお願いいたします。 
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